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プロローグ【帰国】








　原はら田だあざみが会社の懇親会から帰ってくると、彼女のアパートの前に男が佇んでいた。

　住人かとしばらく観察していたが、部屋に入るわけでもなく、立ち去る様子もない。

　誰何しようとしかけ、不審人物を自分で撃退したときのことを思い出した。

『一人で危ないことをするな。そういう時は俺に連絡しろ！』と、説教された。

（怒ってくれた三さえ枝ぐさ君は今、インドだけどね）

　懐かしくもズキリと痛くなった胸には気づかないフリをして、警察に通報するべく相手の身体的特徴を把握しようとする。

　身長一八〇センチは越えていそうだなと見極めた瞬間、三枝秀ひで之ゆきその人だと思いいたる。

……心臓が乱打しまくっているのは、大学のときから三枝に片想いしているせいだ。二人そろって三枝商事に入社し、彼のアシスタントとして働いていたときも今も変わらずに、ずっと。

　逢いたかった――。嬉しさがこみあげてくる。

　会うのは、三枝がプロジェクトのリーダーを二四歳で命じられ、海外に旅立って以来である。

　あざみは心を踊らせた。

「三枝君？　……おかえり、でいいんだよね？　四年ぶりだね」

（声が震えてるの、気づかれませんように！）

　男は動かない。恋しいあまり、ついに幻像を見るようになってしまったのか。

　声が聞きたい、自分を見てほしい……触れて確認したい。

（勢いで、抱きついちゃいそう）

　しがみついたら最後、離れられなくなりそうだ。急ブレーキは彼の何センチ手前でかければ間に合うだろうか。

　おそるおそる近づいていくと、やはり本物だった。

（あいかわらず、かっこいい）

　三枝は、同性でも振り返るような美貌の持ち主だ。

　最後に逢ったときにはまだ、凛々しいなかに若武者のような初々しさも残っていた。

　サラサラな黒髪や切長の目と通った鼻筋は記憶のままだが、目の前の人物は以前より陰のある顔つきと逞しい体になり、大人の色気をまとわせている。

（ううん、もっと素敵になった）

　昨日よりは今日。四年前よりは現在。彼のことをどれだけ好きになれば気が済むのだろう。

　再会できた今日は仕方ない、と自分に言い訳する。

　社内報でプロジェクトや安否を毎日確認していたから問題なく過ごしているのはわかっていたが、事故や事件に巻き込まれることなく、大好きな相手が帰ってきてくれたのだから。

　今年一番の幸せに、あざみはなぜか泣きたくなった。なんとか笑みを浮かべようと顔の筋肉を動かした。

「早かったね。帰国まで、もっと時間かかるかと思ってた」

　五カ年にわたる計画を一年も短縮させ、しかも大成功で完了させたと社内で話題になったのは、つい先日だ。

【三枝秀之　金属部門非鉄・金属原料第二営業部長に命ず】

　功績により、最年少で部長への昇格人事が公示されたのは今朝のこと。親友同士の結婚式ぎりぎりまで、あと数週間は海外にいるのだと思い込んでいた。

　手を伸ばせば触れられそうな距離まできて、三枝が赴任先に出発した前日のことが脳裏によみがえる。刹那、体が潤みはじめてしまった。彼に与えられた熱は、未だあざみのなかで炎をくすぶらせている。

　なかったことにするのか、いっそのこと蒸し返して真意を訊ねてみるか。

　頭がぐるぐるしてまとまらない。三枝もなんのリアクションも起こさないので、どう対応すればいいのかわからない。

　そして。

　……海外への同行を打診されていたのに断ったのは、当時の三枝に婚約寸前との噂があったからだ。　

　ここに三枝がいることを喜んではいけない、パートナーのもとに帰すべきだ。

　帰宅を促す言葉を口にしたくないが、いつまでも立ちっぱなしというわけにはいかない。

　ごくり。

　勇気を出して声をかけた。

「三枝君、なんでここにきたの。早く帰らないと婚約者さん待ってるよ」

　自分に言い聞かせながら、五分だけでも彼を独り占めしたいと願ってしまう。

「それとも日本が久しぶりすぎて、ここが自分の家だって勘違いしてたりする？」

　ゼミ仲間のうちでも三枝は、あざみ宅への入り浸りぶりが群を抜いていた。

「……もしかして奥さんと住む新居の住所、憶えていないの？」

　だとしたら三枝が彼自身の社員ページにログインし、給与明細の項目から源泉徴収のタブを開いて、課税対象の住所を確認するのが一番早い。

「婚約したこともないし、妻帯する予定もない。時差ボケもしてなければ、ここがあざみの部屋だってわかってる」

　独身だという言葉に心底、ほっとした。歓喜がわきおこる。しかし、ぼそりとつぶやかれた声は生気がないので、違和感を覚えた。あざみがさらに近づくと、三枝から手を伸ばしてきた。力が入らないのか、よろけそうになったので慌てて支える。

　彼の体温が愛おしい。動悸を分かち合えるほど密着したい。

「離れていた間、よく眠れなかった……」

　耳元から聞こえてきた声はさきほどより弱々しく、ハッとなる。

　学生の頃から三枝は、睡眠障害気味になると彼女の部屋を訪れた。『あざみの傍だと、不思議とよく寝れる』と言っては彼女を抱きしめて眠った。　

　心配になった。

　慣れない土地で頑張った結果、本格的に不眠症になってしまったのかもしれない。

　具合の悪そうな男を、あざみはなんとか自室へと連れ込んだ。掛布をめくったベッドに、苦労して三枝を横たえる。彼のジャケットを脱がせ、次にネクタイを緩めようとしたら、ぐいと引き込まれた。

「さっ、！」

　とっさに叫びかけたが、すうすうと聞こえてきた深い寝息に慌てて口を噤む。

　長年の経験で、三枝はこうなるとめったなことでは起きない。が、自身の安らかな眠りのために離脱をこころみる。腕を動かしたり体をひねろうとしてみたが、さらに深く抱きこまれただけだった。

「……不可抗力、ってことでいいかなあ。三枝君。私、抵抗したからね」

『今夜一晩、私は彼の抱き枕』と自分に言い聞かせる。

　玄関を閉めたか頭の中で確認して、あざみも目をとじた。……頰は熱く、胸は高まったままだ。

　けれど徐々に動悸が収まってくると、今度は悩ましい感覚が目覚めてくる。

　首の下から潜った腕に頭を抱えられ、三枝に腕枕されている形のあざみは、もう片方の腕に腰も抱かれている。

　繰り返し思い出してきた四年前までの体と、今では肩も腕も胸も厚みが違う。

　彼から漂う体臭と混じったフレグランスはあざみが知らないものだ。

　男の深い寝息が首筋や耳にかかるたび、彼女の体は、勝手に性的な刺激を感じ取ってしまう。あざみの体はびくついて、ともすれば艶めいた息を吐き出してしまいそうになる。

　三枝の足があざみの太もものあいだに差し込まれているので、遠ざかろうと動けば逆効果で秘処を刺激されてしまった。

　息を潜めて動かないようにしても、胸の先端がしこってきて足のあいまが潤い、体が女として目覚めはじめてしまっている。好きな男に抱きしめられているのだ、自分の反応は仕方ないとあざみは心のなかで言い訳する。

「それにしても私ってば、学生の頃から三枝君に抱きしめられるたび反応しちゃって。学習能力ないよね」

　彼を起こさないよう、小さくつぶやく。

　当時は一週間に一度、多い週には三夜、彼はあざみの部屋を訪れた。抱きしめられるたび嬉しかったものの、翌朝必ず寝不足になった。

　久しぶりの男の体は刺激が強すぎて、今晩もまんじりとも出来ず夜を明かすことになりそうだ。

　眠れないならと、あざみは彼と知り合ったときからのことを思い出してみる。

（早いなぁー。大学一年のときに三枝君と知り合ってから、もう十年経つんだ）








第一章【回想】








　初めて会ったのは、大学に入学して最初の授業。十人も入ればいっぱいのミーティングルームで、経済学のゼミだった。

　声をかけてくれた篠しの木き由ゆ利りという女子学生と仲良くしゃべっていると、ドアが開いた。教授が入ってきたのかと、学生たちの視線が一点に集中する。

　あざみ達も視線を向けたら、ひとりの青年が友人と連れだって入室してきたところだった。

　彼を見た瞬間、世界から音が消えた。

　モデルか俳優が、大学へ撮影にでも訪れたのかと思えるほどの美形だった。……美しいだけであれば、背は高いものの未成熟な体型の彼は女性らしく見えたかもしれない。

　しかし青年の佇まいには凛々しさと厳しさが漂い、触れたら大怪我をしそうな雰囲気に学生たちは圧倒された。

「あいつが全学部で首席合格の三枝」

「三枝グループの御曹司だって」

　ひそひそ話を総合した結果、総合商社・保険会社・運輸会社など、国内屈指の大企業のオーナー一族の息子らしい。

　どこでそんな情報を得るんだろうと思いつつ、あざみは彼から目を離せない。

　三枝の友達が教室の中をキョロキョロと見渡し、やがてあざみ達の方を見た。つかつかと近づいてくると、人懐こそうな笑顔を浮かべてあざみ達に話しかけてくる。

「二人の両隣、どっちも空いてる？　俺ら座っていい？」

　あざみと由利の二人、それぞれの隣が空いていた。

「どうぞ」

　あざみは立つと、由利の反対側に席を移動した。こうすれば、あざみは由利と話せ、青年と友人はならんで座れる。

「ありがと」

　友人はニコッと笑うと彼を呼び寄せた。皆の視線をまとわりつかせたまま三枝は彼女達の前に立ち、彼は冷たくあざみを見据えた。

「あざといな。俺に印象づけたつもりか？」

　彼にじっと見入っていたのがバレたのだ。恥ずかしさ半分、ご機嫌取りだと思われた怒り半分で、頭に血が上った。

「最っ低！　あんたのお家事情を気にする人間ばっかりだと思うな！」

　あざみは考えるよりも先に怒鳴っていた。

　室内の目があざみと青年に集まったところで教授が入ってきた。教室を見渡すまでもなく、二人の緊迫した空気に気がついたらしい。

　教授の視線が数秒、二人に留まるに及んで今度はいたたまれなくなった。問い質されるのだろうと覚悟したが。

「席について。今日は経済とはなにかを話します」

　教授はつぶやくように言うと、授業を開始した。

　ちらりと見れば三枝はあっというまに没頭していた。引き換えあざみは、せっかく面白い授業だったのに、沸騰した気持ちをなだめるのに労力を使ってしまった。

　最悪な気分のまま授業が終わり、さっさと部屋から出て行こうと立ち上がったタイミングで、三枝の友人があざみに声をかけてきた。

「さっきはごめんね」　

「なんで謝るの？　失礼だったのは貴方じゃない、お友達のほうだよね？」

　あざみの強ばった声に、教室に残っていた何人かが視線を寄越してくる。友人は如才ない笑顔を浮かべ、ムスっとしている三枝の頭を無理矢理下げさせてから自己紹介を始めた。

「俺、雷らい太た。こっちは秀之」

「私は由利だよ」

　由利がふんわりした笑顔で自分の名を教えたので、あざみも渋々名乗った。

「……あざみです」

「せっかく知り合いになれたから、親交を深めつつ四人でディスカッションしない？」

　雷太はともかく三枝となんて絶対無理、と思ったあざみは断ろうと口を開きかけた。

「俺は」

「私は」

　三枝とあざみの声が重なる。

「「教授の別のゼミがあって」」

　もう一度声が重なった二人が顔を見合わせ、互いにそっぽを向いた。

「秀之とあざみちゃんは一緒か。由利ちゃんは？　俺、基礎法学概論」

「私も」

　せっかく知り合えた由利との別れに、あざみはがっかりした。しかも自分は、嫌なやつと次も授業が一緒だ。運が悪い。

　由利と連れ立って歩きかけた雷太が、あざみ達に声をかけてきた。

「秀之、あざみちゃん、十二時に第二学食な！」

　人がいいのか、空気が読めないのか。雷太の、自分と三枝を仲直りさせようという気遣いは余計なお世話だった。

「ああ。行くぞ」

　三枝は歩きだしたが、勝手に仕切られてあざみの怒りは再度ふくれあがった。

「あざといわね、私に印象づけたいわけ？」

　悪意を投げ返せば三枝は立ち止まり、あざみをまじまじと見てから大笑いした。

「君、面白いな！」

　温度のなかった表情が破れた三枝に、彼女の目は釘付けになった。楽しそうな表情がなぜだか可愛く、親し気に見えてドギマギしてしまう。

「悪かった。俺の顔が整ってるらしいのと、家が金持ちだから、変なのが寄ってくるんだ。　さっきといい、今といい。君が俺のことを気にしてないのがわかったよ」

　男子に微笑みかけられると、あざみは途端に弱気になる。

「……いや、私も三枝君のこと『神様って、二物も三物も与えまくるんだな』と思った。私、下に二人いてバイト代を全部お小遣いに出来ないから、うらやましいし」

「でも、あざみは俺に媚びなかっただろ」

　父親以外の男性に呼び捨てにされたことのないあざみは、それだけでのぼせそうになった。

「媚びてまで、無理に好かれなくていいかと思ってるだけだよ」

　この性格のせいで、どれだけ「可愛げない女」呼ばわりされてきただろう。

　あざみを見つめたあと、三枝は再び笑いかけてきた。

「君は今まで俺の周りにいなかったタイプだ。友達申請とお詫びも兼ねて、学食でおごらせてほしい」

　え？　という顔をしたせいか、三枝は頭を掻いた。

「すまない、安すぎるよな。アクセサリーでいいか？　好みのブランドを教えてくれたら、外商に持ってこさせるよ」

「…………ガイショウ？」

　とは、なんだろう。

「ああ。靴とかバッグでもいい。家まで届けさせるから、邪魔にならないだろ」

　意味はよくわからないが、プレゼントしてくれるということか。

「いいよ、謝ってもらったし。おごってもらう理由がないよ！」

　あざみが固辞すると、三枝が今度は珍獣でも見るような目つきになった。

「世の中に、金を出してもらいたがらない人間がいるのか……」

「三枝君。もしかしたら、今までお金持ちだからってだけで払わされてきたの？」

　裕福なりの苦労があるのかもしれないと思いつく。今までがタカられる人生だったのなら、ひねてしまっても仕方ない。

「大変だったんだね。でも、断っていいんだからね？」

　三枝にいたく同情したあざみは、思わず背伸びして彼の頭を撫でた。しまったと思うも後の祭り。なぜか三枝も固まり、そして。

「あざみ、授業に行くぞ！」

　雨上がりの青空のような笑顔の三枝に心臓を打ちぬかれてしまった。

　ドキドキと心臓がうるさいし、気のせいか頬も熱い。彼だけキラキラ光って見える怪奇現象が発生している。三枝への好感度メーターがマイナス百からプラス千まで一気に上がったことにとまどっていると、彼に手を引っ張られた。

　

「あれからゆりりんとずっと友達だし、雷太とゆりりんが付き合いだして。三枝君は雷太と幼稚園から一緒だっていうし」

　四人で行動することが基本になった。

　今思えば、あの笑顔に墜ちた。 

　はあ……と、体内にこもった熱を吐けば、むずかった三枝により深く抱き込まれる。いけないと口を塞ぐが、三枝の髪が首筋にかかり、体がひくんと甘く震えた。

　慌てて過去に意識を引き戻す。 

（三枝君の前だと緊張しちゃってたなあ）

　

　コミュニケーション弱者のあざみは、両手に足りるほどしか友達がいない。

　ずっと共学だったが教室にいても気づかれないタイプで、話が続かない彼女に二度三度話しかけてくれる猛者はない。

　そのくせ惚れっぽいので、笑いかけてくれたり声をかけてくれる人を好きになってしまう。

　あざみにとって、体育祭のダンスでもないのに手を握られたり、何度も話しかけてくれる三枝に恋心が育つのは当然の結果だった。

　しかし彼女は、片思い相手がいる間は他の男子と普通に話せるのだが、肝心の本命にはつっけんどんな台詞と不審な挙動を標準装備していた。

　目が合うと「彼も自分のことが気になってるのかな」とときめき、特別な意味があるのかと勘違いしてはがっかりする。

　四人で食事中、飲み物を渡されて飛びあがった拍子に床に落としてしまった。三枝はすぐにしゃがみこんで『割れた破片で怪我をしていないか』と気遣いつつ、後始末をしてくれた。

　購買部でコピー機のトナーの交換中に声をかけられた。驚いてキャップを外したままだったカートリッジを振り回し、自分や三枝の服を汚してしまった。『イキナリ声をかけた俺が悪い』と逆に謝られてハイブランドの店に連れていかれた。

　またか、いい加減にしろと自分を叱りつつ彼の前ではドジばかりだった。

　

「冷たい人なのかと思ってたけど、そんなことなくて。いっつも面倒見てくれる」

　彼女がどんなにとんちんかんな対応であっても三枝は離れていかず、傍にいてくれた。

　謝ると、『貸し一つ。あとで取り立てるから』と言って気を楽にしてくれた。彼の優しさに触れるたび、好きになっていく。 

　あざみにとって、友達とはフィフティーフィフティーの関係のはずなのに『借り』だけが溜まっていく。心苦しく思っているうち、二人の関係が大きく変わる出来事があった。 

　

（……私の部屋に三枝君が寝泊まりするようになってから『あざみの部屋で寝させてもらってるし、俺のほうが借りが大きい』と言われるようになったんだった）

　

　はじめて三枝が泊まりに来たのは二年生の六月なかば。彼がゼミの研究発表を控えていたときだ。

　ゼミ仲間は実家暮らしが多く、一人暮らしの彼女の部屋はたまり場になっていた。

　夜中過ぎにインターフォンが鳴り、おそるおそるのぞき窓から確認したら三枝らしき人物が見えた。慌ててドアを開けると、彼がひとりでぽつんと立っている。

　心臓がとくんと鳴った。

「寝かせて」

「え……？」

　状況が把握できないまま、あまりに酷い顔色だったので、とりあえず中に迎え入れた。

「確か『レポート書くから雷太と徹夜』とか言ってなかったっけ？　どうして一人？」

　今まで男女入り乱れての雑魚寝は幾夜もあったが、いきなり部屋に好きな人が訪れて、狭い空間に二人きり。

（私、高校のジャージだ！　どうしよう、学校行くときの服に着替えるべき？　その前に三枝君ちに『ご子息を預っています』って連絡しておかないと。……それってＴＶドラマで見た誘拐犯の台詞っぽくない？　えっと、トイレとお風呂は綺麗だったかな）

　パニックのあまり思考がまとまらない。バタバタ歩き回りながら、話しかける。

「三枝君、とりあえずベッドに寝てて。薬は風邪薬と鎮痛剤、どっちが飲みたい？　お医者さん呼ぼうか？」

　寒いだろうかとブランケットをもう一枚かけようとしたら、三枝はあざみを巻き込んでベッドに倒れた。

「さっ……、！」

　悲鳴とも抗議ともつかない声は、すうすうと気持ち良さそうな三枝の寝息で封じられた。

「…………寝て、る？」

　息をひそめて確認するも、苦しそうな様子はない。どっと疲れた。

「なにこれ。三枝君、私をなんだと思っているのかな」

　心配した分、腹が立ってきた。が、自分にとっては美味しすぎるシチュエーション。

　細いながらも筋肉はついているらしく、がっしりと拘束されていて、体をよじりたくても身動きできない。男だとまざまざと実感させられ、体温がはねあがる。

　あざみはごくりと喉を鳴らすと、彼の顔をまじまじと見つめた。

　近い。

　顔と顔の距離は測ったら二〇センチあるかないか。

　端正な顔立ちは寝ていると、あどけなさを取り戻す。恋人や親しい人間しか見たことのないだろう三枝の寝顔を見ることができた。それだけで、一生分の幸せをもらってしまったとあざみは思った。

　彼を起こさないようにささやく。 

「三枝君。雷太の家じゃなくて、なんで私の部屋に来たの？　……私、期待していい？」

　結局、明け方近くまで秀麗な顔に見惚れて寝れなかった。

「なんで、あざみが俺の部屋にいるんだ？　……あれ？　ここ、あざみの部屋？」　

　不思議そうな三枝の声で目が覚めた。

「……ん」

　近い。覗き込んでいる三枝とばっちり目が合う。

（わーっ）

　内心、大音量で悲鳴をあげながら、なんとかあざみは声を出した。

「昨日、三枝君がいきなり来たからびっくりしたよ。酔ってたの？」

　彼から酒精は漂ってこなかったし、第一、どれだけ飲んでも態度に出ない男である。

　三枝は脳内で昨晩の行動をリフレインしたのだろう。すまなそうな表情になった。

「ゼミの研究で三徹して、一番近いのがあざみの部屋だった。連絡もせず突然女性の部屋に訪問して、重ね重ねすまない」

　部屋を見渡して状況を思い出したらしく、謝られた。

「…………そんな理由だったんだ」

　ものすごくがっかりした。いっそ襲ってしまえばよかった……と、思わないでもなかった。

「もーっ。今度からはお金とるよ！」

　誤魔化すために明るく言うしかなかった。

　以来、眠れなくなると三枝はあざみの許を訪れるようになった。朝食を一緒に食べ、当たり前のように二人で通学する。

「やっぱり、私のこと好きだったりしないかなー」

　ナイナイと否定しながら、いそいそとドアを開ける日々が続いた。

　

（つくづく私の記憶って、三枝君がらみだよね）

　あざみは頭のなかでアルバムを時系列ごとにめくっていきながら、しみじみ思う。

　彼と出会って以来人生は極彩色だが、なかでも文化祭明けの代休日は衝撃のあまり『爆弾投下記念日』とカレンダーアプリに入力してしまった、一・二を争う強烈な出来事だ。

　

　前の日に三枝が買ってきたサンドイッチを朝食べていると、天気を話すかのような口調で爆弾を落とされた。

「なあ、俺達結婚しないか？」

　あざみの心臓と世界は確実に数秒、止まった。

「…………な、んで、また……？」

「俺、あざみのことが女性で一番好きだ」　

　彼の言葉に万歳しかけた恋心を慌ててひきとめる。

「…………ちなみに、三枝君が世界中で一番好きなのって雷太だよね？」

　首肯されて、落ち込んだ。三枝の言葉にいちいちときめいてしまう自分が悲しい。

「異議あり！　結婚は好きな人とするものだよっ」

「雷太とは結婚するわけにいかないけど、あざみとは結婚したい。おまえになにかあったら、絶対に助ける。……これって恋愛感情だろ」

　三枝は不思議そうに言う。

　違う。

　好きとはもっとドキドキして、どろどろした感情だ。三枝は友情を勘違いしているだけだ。

「三枝君のソレは人類愛であって、恋愛じゃないよ！」

　悪気はないのはわかっているが、酷すぎる。なんで、こんな男を好きなのだと自分を恨みたくなる。

　……が。

　三枝の言葉を否定しながらも、学生のうちはあざみ宅で半同棲。大学卒業を待って入籍、即同居。彼と同じベッドに眠り、どこへ出かけるのも一緒。二人は慈しみあい、手をつないで微笑みを交わしては愛を誓いあう、という未来を思い描いたら、心がときめいてしまった。

　――ナイナイ。

　大慌てで否定する。恋愛感情がない彼を友情で縛りつけるのはフェアじゃない。

（それに）

　自分は三枝からの愛情が欲しくてたまらないから、夫婦になれたら『好きになって』とアピールしまくるだろう。彼に好きな女性が出来ても別れてあげられない。　

「そうなのか？」

　三枝は数秒考えこんだあと、ニヤリと笑った。

「じゃあ、お互いに三十になったとき、恋人もいなくて独身だったら結婚しよう」

　なんてことを言うのだ。

　だったら自分は意地でも恋人を作らない、とあざみは決心しそうになった。

　頭数要員で合コンも参加してみたが、追加メニューを注文したり酔っ払いの世話を焼いたりするせいで幹事補佐と思われているのか、連絡先の交換も言われたことがない。

　三枝を好きだから他の誰かに告白することもないので、これから先も恋人を作れないのではないかとすら考えてしまう。余裕で独りの三十歳を迎えそうだ。

　だが、まだ十年もある。彼はきっと結婚している。

「他の女性にこんなこと言ったりしない、あざみだからだ」

　返事しない彼女に焦れたのか、三枝は真剣な眼差しである。

　あざみは苦笑した。ときめいてしまうではないか。

「そういう台詞は彼女にしか言っちゃだめだよ」

「あざみ以上に大事な女性はいない」

　不服そうな三枝に、渋々、といった体で了承する。

「受けて立つよ。ただし、三枝君が結婚してるほうに百円賭けるけどね！」

　実現しない未来でも、約束をくれたことが嬉しかった。

　

「最初こそ私や雷太、ゆりりんとしか話をしようともしなかった三枝君が、いつのまにか人気者になってたな」

　

　三枝が親の七光ではなく真実優秀であることがわかると、教えを乞いたい学生がぽつぽつ現れた。

『さ、三枝。忙しいと思うんだけど、気が向いたらで構わないから、出来ればここの定理、教えてくれないか？』

　声をかけるだけでも精一杯の学生に、三枝はブリザードのような視線を投げると立ち去ろうとした。

　あざみが通せんぼをする。

『いくら頭がよくたって、わからない人の気持ちが理解できないならバカと一緒だよ！』

　あざみが叱ると、三枝は無表情でテキストやタブレットを取り出した。

　タッチペンで例題を書き出して鮮やかに解いたあと、丁寧に解説していく。

　いつのまにか三枝の周りに人だかりが出来ていた。

　スパルタながら『三枝塾』はわかりやすいと評判になったが、なぜか皆、あざみに取次を願う。

　不思議に思いつつ、あざみは窓口になった。

　翌月には「ゼミ対抗ディベート大会のリーダーの件、原田から三枝に頼んでくれ！」とゼミ仲間からお願いされた。

『直接頼めば？』

『怖くて口きけねえよ！』

『なんで？　三枝君、気さくでいい奴だよ？』

『……そんなふうに三枝のこと思ってるの、原田だけだって』

『え』

『とにかく、お願い！』

　ゼミ仲間に拝み倒され、話をもっていくと、『なんで俺が』という顔をしながらも、結局はあざみがアシストすることを条件に、ゼミリーダーをしてくれた。　

　ディベート大会も見事、優勝。三枝がリーダーシップを発揮するにつれ、人気が上昇していく。比例して三枝へのアプローチが激化した。

（忘れもしない、二年次のバレンタインデー）

　三枝と雷太が授業のためファンの囲みから脱出すると、あざみと由利の許にそのうちの一人がやってきた。

「ねえ、原田さん。三枝君と付き合ってるの？」

「察して？」

　あざみが答える前に、由利がニッコリと微笑んだまま割り込んだ。

　ファンはあざみをにらみつける。

「しのきぃに聞いてないよ。原田さん、ＹＥＳかＮＯで答えて」

　由利が心配そうに自分を見ているのがわかったが、あざみは正直に「ううん」と返事をした。

　三枝といくら親しくても、あざみの片思いでしかない。

「じゃあ告白したいから、三枝君を呼び出してもらえるかな」

　あざみは「ウン」とうなずいてしまった。

　橋渡しを頼まれて嫌々ながら了承したのは、彼が断ってくれるのではないかと期待していたからだ。

　しかし、ファンを引き合わせたあざみに三枝は顔を強張らせたものの、付き合うことを了承した。

　瞬間、胸をナイフで切り裂かれたように感じ、あざみは笑顔を張りつかせたまま、その場を離れた。

　待っていてくれたのだろう、由利が駆け寄ってきた。

「あざみん、なんで……っ！」

　由利の声は泣きそうだった。

「ごめん、ゆりりん。今、無理」

「わかった」

　あざみは由利に抱きかかえられるように、大学を後にした。

「馬鹿だ、私」

　自宅のドアを閉めた途端、ぼたぼたと涙がこぼれて床を濡らした。

「ほんとだよ」　

　由利がぎゅ、と抱きしめてくれる。

「三枝君は女の子と付き合わないって、どうして思い込んでいられたのかな」

　彼が自分に向けている感情が恋愛でなくても、自分の位置は揺るがないと言い聞かせてきた。

『女友達』というポジションに満足できると思ってこれたのは、三枝が恋人と付き合う場面を見たことがなかったからだ。

「雷太君に教えてもらったんだけど……。三枝君、幼稚舎のときから大勢の人に囲まれてたんだって」

　幼い頃から利発でキッズモデルのオファーが途切れない御曹司。

　欲得がらみの人間にむらがられ、彼が誰かに話しかけると相手が、特に女性がいじめの対象にされたという。

　自分が原因であることに朧げにでも気づいたのか、他の人間と関わりあいをもたないようになっていったらしい。

「雷太君が強引に友達になるまで一匹狼だったみたい」

　それでも、媚びられやっかまれ続けた。

　初めて会ったときの彼を思い出して、あざみは胸元で手をぎゅうと握りこんだ。

「雷太君言ってたよ？　『あざみが秀之と出会ってくれてよかった』って。『俺以外にあいつが信頼してて人間らしい反応するの、あざみだけだって』」

「……ゆりりんだっているじゃない」

「私と三枝君って、おたがいに雷太君とあざみんのおまけだもの。……三枝君、あざみんに引き合わされたから『付き合わなきゃ』って思っちゃったのかも」

　だとしたら、取り返しのつかないことをしてしまった。

「なんで『私も三枝君に片思いしてるからやだ』って言わなかったの……！」

　結婚するとの約束は何だったのか。

（違う、自分のせいだ）

　後悔しても遅く、三枝は他の女性の恋人になってしまった。

「あざみん、次は間違えちゃだめだよ」

　由利が抱きしめてくれた。

　

「ヤケ酒するなら付き合う」と言ってくれた由利をなんとか遅くならない時間に帰した。

　気がつけば次の日で、部屋中にアルコールの空き缶を散らかして大の字で寝ていた。

　鏡を見れば大泣きしたらしく、目は腫れあがっている。シャワーを浴びたが、頭が痛くて学校に行く気にならず、あざみは初めて自主休講した。

　夕方、激しいノックで目が醒めた。ドアを開けたら三枝が飛び込んできた。

「大丈夫か！　メールしても返信ないし、篠木に聞いても『家にいるんじゃない？』としか教えてくれなくて」

　とてもではないが、彼に真実など言えない。

　三枝の顔を見たらまた、涙が盛り上がってくるのを感じたが、なんとかあざみは唇を笑みの形に釣りあげた。

「映画を見ながら、お酒を飲んでたの。気がついたら二日酔いだった」

「そういうときは俺も混ぜろよ」

　三枝はほっとした表情になり、あざみの頭をぐしゃぐしゃとかき混ぜた。

「具合悪いのかと思って、馴染みの料亭に作ってもらった」

　大きなバッグからタッパーにはいった粥やら、消化に良さそうな食べ物をとり出す三枝に、あざみは驚きながらも優しいなとしみじみ思う。

　……食べて喋って、夜更けになっても帰る気配がない。あざみはおそるおそる三枝に訊ねた。

「帰らないの？」

「俺がいなくても、大丈夫か？」

　心配をかけてしまったらしく、じっと見つめられてしまった。

　一緒にいてほしい。

　喉から出そうになったが、なんとかこらえる。

「だいじょーぶ！　それに今日から、彼女がいる人は単独でのお泊り禁止です」

　きっぱり断ると三枝は一瞬固まった。痛みをこらえているような表情になる。

「そうだな」

　小さくつぶやいた。

「じゃな。また明日」

　三枝が角を曲がり見えなくなると、あざみは浴室に駆け込んでシャワーの下でまた泣いた。

　

　二か月後、真夜中過ぎにインターフォンが鳴った。

　あざみはベッドから飛び起き、ドアの覗き窓を見た。待ち望んでいた姿に、鍵を回して　ドアノブを開けそうになる。なんとか自分の手を抑え込んだ。

　けれど、ドア越しに「彼女と別れた。眠れないんだ」というつぶやきを訊いてしまえば、もう我慢できなかった。

　自分を抱きしめて眠る彼がただ愛おしくて、あざみは三枝が目覚めるまで起きていた。　

　翌日からあざみは、ワークグループで無視されるようになった。個人ロッカーに「この女はビッチです」と張り紙を貼られていたこともある。そのくせ三枝のいるところでは、ねこなで声で話しかけられた。

　……女子トイレで「付き合っている間、泊まったこともなかった」と三枝の元カノが愚痴っていたのを聞いてしまった。優越感と罪悪感が同時に芽生えた。でも……と思い直す。彼女でもないのに人気者の彼を独占しているのだ、やっかまれても当然と甘んじて受けとめた。女に見られていない寂しさは封じ込める。

　バッシングが始まって一週間たったころ、授業が終わり教室から出ようとしたら、阻まれた。

「原田さん、話があるから残って」

　三枝の元カノと、その友人達。十人はいただろうか。

「人数がフェアじゃないよね、私も聞く」

　由利があざみをかばうように前に出る。

「しのきぃは関係ない。出てってくれないかな」

「あざみんは私の親友だもの、関係あるよ」

「ゆりりん、いいよ。次の授業あるでしょ」

　あざみがとりなせば、由利は珍しく激しい口調になった。

「授業なんて言ってる場合じゃないよ！　あざみんの傍を離れないからねっ」

　こうなったら由利は頑固だ。

「ありがと。でも、助太刀無用だよ？」

　自分一人で立ち向かわねばならないことだ。

　あざみの強い眼差しに、由利はうなずくと少し離れたところに立った。携帯を取り出して片耳だけイヤホンをする。

　元カノが由利を睨んだあと、不承不承口火をきった。　

「三枝君に彼女がいるのに二人で出かけるなんて、最低だってわからないの？」

「しょっちゅうじゃない。ゆりりんと雷太がデートしている時くらいだよ」

　図書館も学食も基本、四人だ。それくらいは許してほしい。

「じゃあ原田さんの部屋に三枝君が泊まりに行くのは？　付き合ってもない男女が一緒の部屋に寝るの、おかしいでしょ！」

「それは……」

　彼があざみを抱きしめて眠れるのであれば、宝物のように貴重な時間を守りたい。三枝に恋人がいないときくらい、誰よりも彼に近い場所にいたかった。男の体温を感じながら、朝が来るのを待っていたかった。

「友達なんだから、一緒に寝泊りすることはあるよ。男と女だからって、気にするの変じゃない？」

　苦しい言い訳だった。

　友達だと自分にも他人にも言い聞かせないと、彼の腕の中にいられない。

「……なんで、あんたなんかに私が負けるの！」

　元カノの手が、あざみの頬を打とうとする。

　バン！

　入口近くの壁が激しく叩かれた。居並んだ人間は皆、びくりと体を強張らせた。

「大学生にもなって大勢で一人をつるし上げか。ずいぶん子供っぽいことをしているな」

　壁に拳をぶつけている三枝がぞっとするような声を出した。彼の後ろに雷太もいる。

「っ、原田さんが邪魔するから私達、別れたんだよ!?」

「『雷太やあざみ達を優先する』と言ったはずだ。不満があるなら直接俺に言え」

　底冷えのする目で睨まれて、元カノ達が固まった。

「あざみが笑っていられないような事態は、俺の持てる限りの力で手をうつ。相応の報復をするから最悪、大学にいられなくなると覚悟しておけ」

　冗談を言っている顔ではなかった。

　三枝にはどれだけの力があるのだろうと怖くなる。けれど権力を私用すれば彼の評判を下げかねない。三枝にそんなことをさせてはいけないと思う反面、自分を守ってくれようとする気持ちが嬉しい。

　震えながら元カノ達が退室した。

「三枝君、なんでここに？」

　タイミングが良すぎる。

「篠木からメールもらったんだ。悪かった。二度と嫌な思いをさせない」

　静まりかえった講義室で三枝は約束してくれた。

「そうだったんだ……ありがとう、ゆりりんも三枝君も雷太も」

　震えるほど怖かったが由利がいてくれて心強かったし、三枝の姿を見た瞬間ほっとして泣きたくなった。

　あざみと三枝がなんとなく目を見交わしていると、彼の電話が鳴る。

「秀之、あざみへの溺愛半端ないよな」

　三枝の意識が逸れた隙に雷太が話しかけてきた。

「なんで秀之とあざみ、付き合ってないの？」

「私も聞きたい」

　雷太と由利がまっすぐにあざみを見すえている。

（だって私の片想いだもの）

　あざみは心の中でつぶやいたが、出した声は場違いに明るかった。

「私だけじゃないよ？　三枝君、二人への溺愛も半端ないし。ほんと、身内愛が強い人だよね」

　雷太と由利はまじまじとあざみを見た挙句、「どっちもどっちか」「この期に及んで、まだそんなこと言っちゃう？」と意味不明なことをつぶやくと、二人揃ってそれはそれは深いため息を吐き出した。 

　……脅しが効いたのか、以降は彼目的の人間があざみに近づかなくなった。

　三枝は相変わらず泊まりに来たが、だからといって二人が恋人同士になることはなく、あざみの完全な片思いだった。仕方ないと思いながらも、時折知らない女性と歩いている三枝を見かけることは辛かった。

「三枝君に『結婚しようか』って言われたときに『ＹＥＳ』って答えちゃえばよかった」

　自分以外の誰かと付き合う彼を見るたび、後悔した。

　婚姻届けを受理されてから一時間後に離婚されることになっても、彼をいっときでも独占出来た方法を、受け入れればよかったのだ。

　泣いて後悔し尽くして、やがて決心した。 

「せめて三枝君の隣にいても陰口言われないような女になるんだ、みんなから彼の友達として相応しいって認めてもらう！」

　由利にアドバイスしてもらいながら自分磨きを頑張った結果、平均よりぽっちゃりだった体型を標準くらいにすることが出来た。

「あざみ、綺麗になった。だが、猫背はもったいないな」

　ふくよかなときから大きかった胸は、体重が落ちたあとでもサイズを保っていた。じろじろ見られるのが嫌だと、あざみは正直に告げた。

「まっすぐに顔を上げて、堂々と振る舞え」

　思わず視線を上げると、三枝が自分を見つめていた。

「背筋を伸ばしてるほうが絶対にかっこいい」

　

「学生時代の私は垢抜けないどころか、泥のついたジャガイモだった」 

　……初めは人の目を気にして、うまく出来なかった。くじけそうになると、三枝の言葉を思い出して顔を上げてきた。意識しているうちに身に着いたように思う。 

　今の自分は、泥くらいは落ちたのではないかと思っている。発奮させてくれた三枝に感謝しかない。 

「三枝君。私ね、泊まりに来てくれるの『貸し』なんて思ったことないよ。私がここまでやってこれたのも、三枝君のおかげ」

　あざみはすうすうと寝息をたてている男を愛おしく見つめた。

　助けてくれるくせ、三枝は頼ってくれなかった。

『無人島に住んでない限り、助け合うものだよ』と叱ったこともある。

（……そういえば卒業前に、三枝くんから初めて悩みを相談されたっけ）

　

　三年次の三月、いつものメンバーで将来を確認しあった。雷太は弁護士を目指し、由利は銀行、三枝は大学院への準備をしていたはずだった。あざみは商社。

  教授の研究室に向かう途中、いきなり切り出された。

「あざみは大事な奴とこれからも過ごしたいとき、どうする？」

　三枝の顔を盗み見れば、真剣な表情だった。

「……正直に『一緒にいたい』って言うかなぁ」　

「『大学院に残って、一緒に教授の研究室に進もう』って言ったが断られた」

「え？」

　あざみは激しく動揺した。

　スキマ時間はいつも「俺は教授の研究室に行く。あざみも来いよ」と誘われ、一緒に行き来していた。少なくとも自分は言われてないし、そんな人物がいるなんて一言も聞いたことがなかった。

　三枝のなかの優先順位は、親友である雷太に次いで自分だと信じ込んでいた彼女は、何度目かの失恋感を味わった。あざみは心が破けそうな痛みを、ブラウスの胸あたりをつかんで必死に耐える。

　誰を誘ったのだろう。猛烈に知りたくて、絶対に知りたくなかった。

「それでも一緒にいたいんだ。俺はどうすればいい？」

　切なそうな顔は、三枝が恋してると物語っていた。激しい嫉妬に叫び出したくなる。

　とはいえ、言われたのが自分だったら、あざみはついていくと即答できなかった。

「私だったら……行きたいけど行けないな」

「なんで！」

　三枝が食いついてきた。

「だって、学費が続かないよ」

　あざみ達が通っている大学は私立の中では安いほうとはいえ、国立よりは高い。そして、東京の家賃と物価は、地方のサラリーマンの家計を圧迫する。

「だったら俺が出す！」

「そういう問題じゃないよ、他人の三枝君に費用を負担してもらうわけにいかないでしょ」

「他人」

　三枝はショックを受けたようだった。

　本当は嬉しい。彼の側にいられるのなら大学に残りたいし、是非とも学費をお願いしたい。けれど、そんな理由で学びたい人の席を奪ってはいけない。そもそも、誰かに借りを作りたくないあざみには、無理だった。

　しかも今話しているのは、別の人物についてである。

「私だったら親に大学まで行かせてもらったんだから、研究室に残らないで、いいところに就職してお金を稼ぎたい。もしかしたら、その人も同じかもね」

「……稼いでどうするんだよ」

「自分のお金で暮していくんだよ、当たり前でしょ」

　きっぱり言いきると、『まだコイツは奢られ慣れないのか』とでも言いたげな顔をされた。

　そういう問題じゃない、とあざみは思う。彼女にとって、欲しいものを自分のお金で買えることはなにより大事なことだ。

「……どうしても駄目か」

「その人の気持ちを優先してあげなよ」

　偉そうに言ってしまった。

　

（あのあと黙りこんじゃったし、一人でも研究室に進むことにしたんだと思ってた。でも、三枝君と就職先が一緒だってわかって、嬉しかったな）

　

　日本有数の複合企業体である三枝グループの主幹企業、三枝商事株式会社の入社式。

　幹部候補生達が壇上に上がったとき、同期達がどよめいた。

　つまりはエリート。出世を約束されたも同然の彼らは、最初から職務が確定しており、次々に所属部門および役職と名前が発表されていく。

「繊維部門第一営業部付、グループリーダー三枝秀之」

　名指しされて一礼した人物に、あざみは目をみはった。

「幹部候補生試験を受けたなんて聞いてない……」

　ざわざわした空気のなか、こっそりつぶやく。

「あいつが三枝か。重役面接の際に発表したプレゼンがそのまま採用された奴」

　ひそひそ声がそこかしこから聞こえた。

「次世代の人造シルクの開発を、建材部や合成樹脂部と合同で開発するって一大プロジェクトだろ？　『すごい奴が入ってきた！』って、リクルーターの先輩が興奮してた」

　三枝への称賛の声に、あざみは誇らしくなった。

『びっくりしたよ！　言ってよ、同じ会社だって』

　研修のあいま、休憩時間にメッセージを送ってみた。しばらく待ってみたが既読もつかない。きっと忙しいのだ。帰ってから確認したら、メッセージが届いていた。

『驚いたか』

　たとえ学生の時ほどではなくても、これからも一緒にいられるのだと幸せな気持ちになった。

　一週間の研修を終え、いよいよ配属部署での勤務が始まる。

　制服はないが、私物を置いておけるロッカーを開ける。支給されたタブレットを充電器から取り外し電源を入れた途端、ブルブルと震え出した。

　慌てて確認する。

【原田あざみ　繊維部門、推進事業部業務課に異動を命ず】

　今日付けの命令書が個人フォルダに届いており、三枝の所属する部門のアシスタント部署への異動の内示だった。

「なんで……？」

　何度見直しても自分の社員ＩＤが記載されている。

　この会社の新入社員は総務、庶務、システム、営業など全部署を三年かけて異動していく。

　基礎的なスキルを身に着け、部署の横の繋がりを意識し、多角的な視覚を持たせることが狙いだ。

　あざみのように特化したスキルがない者はメール係か備品係からスタートする。

　勿論、各部署がどんな顧客と事業を持っているか、どんな備品をどれくらいのスパンで消耗していくかを予測するなどの勉強のためである。会議の準備をするのも備品係だ。

　推進事業部は、四年次からの配属先なのだ。

「同姓同名の先輩と間違えられたのかな」

　不思議に思いつつも庶務課ではなく繊維部セクションへ向かおうとしたら、ピリリ……と携帯が鳴った。三枝からのメッセージだ。

『あざみ、どこにいるんだ？』

「繊維部に向かっている途中だけど」

『……辞令を見たら、そうなるよな。とりあえず、推進の部長には話を通しておく』

　ますます首をかしげながら繊維部門の推進事業部に向かうと一人の女性が待ってくれていた。部長と名乗られて、あざみも自己紹介する。

「原田さんは、本日から三枝リーダーのアシスタントになります」

　え、と声に出そうになり、なんとか押しとどめる。

　嬉しい。

　三枝が呼んでくれたのだと確信した。

　笑みを浮かべそうになったが、部長は不機嫌な顔をしている。遅れて三枝がやってきた。

「原田さんの異動は三枝リーダーの意向ですね？」

　部長は詰問口調だった。

「私は四年次以降の社員をまとめあげ育てる立場ですが、原田さんには習得しているべきスキルがない。一年次、しかも新人研修を終えたばかりの彼女にとって、この異動は酷な状況になることを想定していましたか」

　部長が怒っているのを感じ、あざみは顔を強張らせた。

「皆、人事を私わたくしする三枝リーダーへ不信感を持ったことでしょう。貴方自身の将来に瑕をつけたことを理解していますか」

　御曹司とはいえ、企業を勝手に動かしてはいけないのだと悟った。

（どうしよう！）

　背中に冷たい汗が流れる。

「今朝、原田の異動の報せが私にも届きました」

　え？　と女二人で三枝を見る。彼の顔は厳しかった。

「教育担当者が、私と原田が同じゼミ出身だと知って異動させたようです。人事部長にも報告済みです」

　三枝が強い瞳で彼女を見た。

「原田はどうしたい。推進事業部所属のままでは、分不相応だと白眼視される可能性が高い。今なら人事にかけあって、通常の教育過程に戻すことは可能だ」

　初めて会ったときから名前で呼ばれていたので、名字で呼ばれると新鮮である。……などと考えてはいられない。三枝と部長、二人があざみの回答を待っているのだ。

　実力不足だから迷惑をかけてしまうだろう。それでも、彼の傍にいたい。

「いつか、『三枝リーダーのアシスタントは原田でないと無理だ』と言われるようになります。なのでご指導をお願いいたしますっ」

「私からもお願いします。原田は不器用かもしれませんが、鍛えがいのある人間です」

　三枝が口添えしてくれ、頭を下げた。あざみも、より深く頭を下げる。

「……新妻を気遣う夫みたいね」

　部長の呟きは二人には届かなかった。

「わかりました。新入社員は一に努力、二に能力です。私がしっかり育てます！」

　部長が宣言してくれた。

……しかし予想外の異動に加え、新人には荷が重すぎる業務内容に、あざみは固まった。

書類の作成も手探りだから時間がかかり、気ばかり焦る。マニュアルはあっても簡略化されており、紐づいた箇所を検索するだけで一苦労。……マニュアル自体が少ないのは、そもそも一年目の人間が読むと想定されていないからだ。気づいたのは、初年度用マニュアルサイトを探し当てたときだった。

　部内で飛び交っている言語は明らかに日本語ではなく、ちんぷんかんぷんだ。

　なにより辛いのは、プロジェクトの進行を手伝ってくれる、年次が上の社員に指示を出さなければならないことだ。しどろもどろの彼女そっちのけで、テキパキと動く彼らに、自分のスキルのなさを痛感した。

　部長のフォローがあるとはいえ、自分だけに構ってもらえるわけもない。推進部の部員が三年かけて習得したことを駆け足で覚えなければならない。

「三枝君と離れることになっても我慢して、正道に戻してもらえばよかったかな。私が彼の足を引っ張ってどうする」

　ミスをするたびにへこんだ。

「原田さん。これ、昼までに作ってもらえるかな」

　三枝だった。思わずあざみはすがりつくような目で見上げてしまった。が、彼の目は確かにあざみを見ろしているのに、表情は彼女の窮状に動かされた様子もない。

　出逢った瞬間の彼を思いだし、のばしかけた手が固まる。

　あざみは、自分がいまだに三枝の独断で引き抜かれたと噂されているのを思い出した。

ここは職場だ。友人という私情は封じるべきだ。彼に甘えるわけにはいかない。

「……わかりました」

　なんとか声を絞り出し、ファイルを受け取った。

　あざみは目をみはった。必要な書式とシステム、それぞれの格納場所が記載されている。参考例まで添付してある。

「これ……！」

　指示書というよりは、詳細なマニュアルだった。

　声をかけようにも、すでに彼は別の担当者と話し込んでいる。

　三枝は自分を信じて、待ってくれている。萎れかけていた心に温かいものが流れ込んでくる。

　夢中であざみは資料を作成していきながら、自分のフォルダに手引きを作っていった。

　提出すると、次。

　資料を一つ完成させるごとに、指示される内容の難易度があがっていく。不十分な出来であれば容赦なくリテイクされた。

　三枝は出社してもほとんど席におらず、メールで次々と仕事が振られる。あいまに皆の雑用を請け負っていくうち、部署でも居場所ができた気がする。勿論、まだまだなのは自覚していた。

　

　半年経って、スキルも少しずつ身につき、ちょっと自信がついた頃。三枝が一週間の出張に出かけたときに事件が起こった。

「原田さん、今日からしばらく三枝リーダーの仕事はしなくていいわ」

　命令してきたのは、自分こそ三枝のアシスタントに相応しいと何度も彼に談判している女性だった。

「え？　ですが……」

「一週間、資料室に勤務して資料整理しておきなさい。代わりの業務は私がする。三枝リーダーに話を通しているから」

　この女性があからさまにアピールしている様子にムッとしたのを覚えている。しかし、彼女ならプロジェクトに精通しているし、あざみよりはるかに優秀なのも事実だった。

　三枝のアシスタントを譲るのは嫌だったが、上司である彼が承諾したのならば従うべきだ。

「……かしこまりました」

「業務用端末は必要ないわ。タイムカードを押したら直行直帰していいし、お昼と業務休憩は貴女の好きな時間にとりなさい」

　資料室に行ったあざみは、部屋一杯に乱雑に積み上げられた資料の山を見て途方に暮れた。

「……これ、整理するの……」

　ひとまず、書棚に入るだけ収めなければ。しかし、あざみにはどのようなルールに則って分類すればいいかすらわからない。聞こうと件の女性の内線を鳴らしたが出てもらえない。法則性を探るべく、一番近い資料の山に手を伸ばした。

　パラパラと読んでいくうち、会社が国内事業部と海外事業部しかなかった頃から、現在の部門別事業部になるまでの業績を知るチャンスだと気づいた。

　最近、少しずつ先輩の仕事が見えるようになり周囲の会話が意味を成すようになってきていた。他の社員が話していたことはこのことだったかと思いあたる資料も多かった。

　プレゼン資料。携わったメンバー、進行表、部門別の利益按分。議事録や完了報告書など、参考になるものばかりだ。

「わ……、なにこれ。私、この資料全部読んでいいの？　他の仕事もしないで、一週間も？」

　なんのご褒美かと、指示してくれた女性に感謝した。あざみはワクワクしながら資料を読み始めた。

　思いついてナンバリングをし、タイトルや簡単な業務内容を備え付けのパソコンにフォーマットを作り、入力していく。

「ウチの部門だけじゃなくて、他の部門にも役立つよね」

　始めてみると一日では終わらないことは明らかだったが、あざみは出来る限り整理し、データ化についても相談しようと決心した。

　……ときおり埃と途方もない量の資料に、まるで砂漠で砂掃除をしているような気持ちになった。

　あざみは腰を伸ばしながら、三枝に過去の業務について訊ねられたときにさりげなく答えている自分を想像してみる。

『あざみ、やるじゃないか』と褒められるところを想像すると、不純な動機だと思いつつもうひと頑張りと思える。

　一週間後、資料室のドアが手荒く開かれた。

「原田さん、ここでなにをしてるのかな。なぜ、君からの業務報告が別の人からなされているんだろう」

　怒りを含んだ声に振り返れば、三枝が戸口に立っていた。彼は後ろに、資料室行きを命じた女性と、繊維部門長を従えている。

「僕の不在を預ってくださっていた部長は、君に資料室勤務を命じてないとおっしゃっている」

　女性は蒼白で、部長も渋い顔をしていた。

「資料を整理していました。あの、差し出がましいかもしれませんが……現在でも参考になると思いますので、電子データ化を提案します」　

　あざみの提案に三枝がふ、と笑った。艶やかな笑顔に皆が息を呑む。

　彼女は学生時代に何度も見ているが、一生、慣れることはないのだろう。永久停止しなかった心臓と、出血しなかった鼻を褒めてやりたい。

「部長、原田さんの提案は非常に有益であると思います。至急このプロジェクトを立ち上げても構いませんか」

「あ、ああ」

「リーダーは……」

　三枝はわざとらしく部長のうしろに隠れている女性を見た。

「やらせて頂きたいです」

　あざみが立候補すると、三枝が部長や女性がたじろぐほどの低い声を出した。

「原田さんは僕のアシスタントだ。兼任はさせられない」

「ですが！」

　そうこうしているうちに、ひょいと別部門の人間が顔を出した。

「原田さん、三年前で鉄鋼が五千万の奴、ある？」

「その資料かわかりませんが、Ｅ列の三段目に何冊かありますよ」

「この前の資料、助かったよ。はい、お礼のデータ」

　男がＵＳＢをあざみに手渡す。

　最初はスウィーツがお礼として振る舞われた。しかし、的確な資料を貸し出してくれる人物が評判になるにつれ、あざみのデスクは菓子の山だらけになった。悲鳴をあげたところ『じゃあ、将来を見越して電子化したデータを渡そうか』と提案してくれる営業部員がいた。

　貸出簿もデータ化したので、どの部門がどんな資料を欲しいのかが推察できるようになった。

「横断プロジェクトのメンバーを選ぶときの資料にもなると思うんです」

　後日、女性はハラスメント委員会の査問にかけられ、繊維部門を離れることになった。

データ編纂プロジェクトが始動するまで、業務部に戻ったあざみを訪問、あるいは連絡してくる人間が続出した。

　通称「原田詣で」

　以来、部員達の彼女を見る目が変わった。

　三枝と宅飲みをしているとき、あざみはぽろりとこぼした。

「最近、先輩達が優しくなったのって、三枝君がなにか言ってくれたから？　私、まだお　荷物なんだなあ……、情けない。もっと頑張らなくちゃ！」

　三枝が「あざみが頑張ったからだ」とか言っていたようだが、ほろよいだったので聞き間違えたかもしれない。頭を撫でられたような気もする。あざみはまどろみの中でふにゃりと笑った。

　

（それから……、あの日になって。私は三枝君の傍にいられなくなった）

　体は近くに在るのに、心は遠く離れていると思い知った日。今、思い出しても体はときめくのに、心がズキリと傷む。

　

　入社して二年目の夏。三枝がプレゼンした人造シルクの開発が一年余りにわたって進められていたが、ついに生産のめどが立った。

　プロジェクトは縮小し、製造部と販促部に主導権を委ねることになり、三枝は金属部門に異動となった。

　彼が手掛ける次のプロジェクト始動を告げられたのは、偶然にもあざみの二四歳の誕生日だった。

「以前より提案していた、レアメタル精製のプラント建造についてＣＦＯから直々に承認が下りた。プロジェクトリーダーとして来月から着任する。五カ年の予定だが、場合によってはもっと長くなるかもしれない」

　毎年恒例の誕生日ディナーの席で、三枝に言われた。

「インドはチタンの原料であるイルメナイトとルチルの生産量がそれぞれ世界ランキング三位だ。埋蔵量も三位、まだ生産量を伸ばせる」

「そうなんだ……」

　生返事をしながら、別のことが気になっていた。

　最近、三枝と秘書室の女性との間に縁談が進んでいると噂になっている。遠からず正式に発表されるとも。三枝はどうするのだろう。断って欲しいと願ってしまう。

「急だが、あざみも異動願いを出しておいてくれないか。おまえを連れて行きたいんだ」

「え」

　一瞬、プロポーズかと舞い上がりかけ、すぐさま仕事だと思いなおす。我ながら、相変わらずの思い込みぶりに苦笑した。

「後任に引き継ぎしておいてくれ」

　アパートまで送ってもらったが、三枝は泊まらずに自宅へ帰った。

「インドかあ……」

　タージマハルやガンジス河しか知らない。推進事業部に異動して以来、英会話の勉強を続けてきたが、流暢とは言い難い。治安や衛生面など、気をつけなければならないことは沢山ある。慣れない土地で、彼のお荷物になってしまわないだろうか。けれど、彼が行くところなら、どこにでも行きたい。少しは出来ることが増えてきたし、自分を指名してくれたことが誇らしい。

　明日、胸を張って受諾しようと考えていたが、不意に学生時代のことを思い出した。

　奪われる可能性はないとはいえ、三枝に横恋慕している自分がまとわりついていたのだ。

（私が傍にいて、彼女さん達はどれくらい嫌な気持ちをしてたんだろう）

　自分が三枝の彼女だったら、そんな女を許してはおかない。元カノ達の怒りが初めて理解出来た。

（もし、彼がプロジェクト中に婚約とか結婚したらどうするの。三枝君の奥さんにまで、そんな思いをさせるわけにはいかない……ううん、違う）

　言い訳に過ぎないのを自覚していた。

　あざみが、三枝の傍に寄りそう婚約者を見たくないだけだ。

　日本で待たせるのかもしれないし、連れて行くのかもしれない。あるいは落ち着いたら呼び寄せるか。

　いずれにせよ幸せな二人を見ながら、仕事が出来るのだろうか。

　あざみしか知らない三枝の寝顔を、これから妻が毎晩見る。眠れない彼をきっと癒やしてくれるだろう。自分は三枝にとっての特別ではなくなる。

　行けない……！

　

　海外へついていかないと決めてから数日が経った。

「人事部に聞いたけど、まだ異動願いを出してないんだってな」

　給湯室で、あざみは三枝に壁へと追い詰められた。目がギラギラして、明らかに怒っている。

「業務が終わらないのなら仕方ない、一か月は待つ。片付けて追いかけてこい」

「私は日本にいるよ」

「なんだと？」

「宝田たからださんが自分のチームにくれば、って言ってくれたの」

　宝田は、エネルギー・化学部門で次世代エネルギー部のホープとの呼び声が高い。

　入社当時からバイオエネルギー開発に取り組み、現在二九歳で食料部門との横断プロジェクトのリーダーに抜擢されている、優秀な人物だ。

　あざみ達より五歳上の彼は、来年にも最年少で部長職に就任すると言われている。

　このままいけば、史上最速でＣＦＯまで上り詰めるだろう。

　三枝が入社時からライバル視しており、あざみにとっては最近ぽつぽつと話すようになった男性である。

　逸材なだけではなく、イギリス人を祖母に持つ彼は、明るめのウェーブがかったブラウンヘアに彫りの深い美貌の持ち主。一八〇センチ近くある長身で立居振る舞いが優美である。

　性格は温厚で、誰にでも穏やかな彼は部下にも慕われている。

　当然、三枝と同じくらい女子社員から玉の輿対象にされているが、三枝のおかげであざみは普通に接しているから、宝田も彼女と話しやすいのだろう。

「……そういうことか」

　絞り出したような声に、はっと見上げた。三枝は燃えるような目をしていた。　

「ン！」

　目の前に三枝の顔があって、とっさになにをされているのかわからない。唇に感じた柔らかい感触に、唇同士が衝突しているのだと認識した。

（どういうこと!?　三枝君、私に頭突きしようとして唇から激突しちゃったの？　目標見誤ったのなら、どうしてすぐ離れないのかな）

　驚きがまず来て、ついで困惑する。

（これって、もしかしたらチューだよね？　なんで三枝君にキスされてるのかわからない……）

　二人は恋人ではない。三枝の為には拒むべきだったが、初めてのキスの相手が三枝だったのが嬉しくて、抵抗する気になれなかった。

（一回だけだから……！）

　ぎゅ、と三枝のスーツをつかんだ。

　しかし、それだけでは終わらなかった。

　彼の舌に唇の合わせ目をなぞられて、ゆるやかに開いた。ぬるり、と熱く濡れたものが侵入してくると、あざみの口腔内を好き勝手に暴れ回った。歯列をなめられ、ちぢこまっていた舌を吸い出される。舌と舌をこすり合わせられると、背骨がぞわりと震えた。

「ふ、ぁんっ」

　三枝の手が服の上から胸の膨らみをつかんでくる。彼の指は簡単に先端を探しあてた。爪でカリカリと弄られれば、あっというまに固くなる。

　初めて受けいれる男の手からの刺激。しかも、ずっと想い続けている人からの愛撫に、たちまちあざみの体は反応した。だが、理性は簡単にはなくならない。給湯室のドアがいまにも開くのではないかと気が気ではなかった。

　三枝はそんな彼女を冷静に観察している。

　もう片方の手が、あざみのスカートの裾から忍びこんできた。淫らに、太もものあわいを目指してくる。気がついたときには三枝に足を割り入れられていて、太ももを閉じて侵入を阻むことは不可能だった。

「ん……ふぅ、ん」

　いつのまにかブラウスのボタンは外されて、はだけられている。三本の指で強めの力でふくらみを直接揉み込まれている。赤く熟れた尖りを残り二本の指で扱かれる。指のあいまから、固くしこった乳嘴がのぞき、いやらしい光景だった。

　ストッキングを破ったもう片方の手は、あっけなくクロッチをどかして、秘処に触れてきた。男の指が、自分でも滅多に触らない場所の性感を煽り立てていく。

　……三枝とこうなることを、夢にも思わなかったと言ったら嘘になる。だが、場所が悪過ぎた。

「んっ」

　抗議しようと口を離そうと試みるも、三枝はますます深く口づけてくる。

　こんなことをしてはいけないと、力の入らない腕で三枝の胸を押し戻そうとする。

「だめ……」

　弱々しく抗議すれば、あやすように舌を舐められ、乳首の先端を優しく指の腹で撫でられる。体が緩んだ隙に蜜口に指が差し入れられ、裂け目の上にある秘芽を下からこすりあげられた。

　熱い舌がうなじをねぶる。

「ひぁ……っ……、」

　甲高い悲鳴をあげそうになり、とっさに口を塞ぐ。くちゅりという水音が聞こえた。三枝の唇がにい、とつりあがる。

　わかっている。自分が三枝に触れられて反応しないわけがない。いつも、共寝しているだけで体が火照っていたのだ。大好きな三枝にいやらしい処を触られ、痴態を観察されている。

　恥ずかしくて、あざみは沸騰しそうだった。

　なのに。

（見て）

　男の熱い眼差しに、もっと濡れたい。

　自分はこんなにも淫らな人間だったのか。

「あ、ア……」

　唇の隙間から喘ぎ声が零れた。

　乳首と、秘芯から与えられる甘い感覚にあざみが陶然となっていると、三枝はナカに埋めた指を動かし始めた。

「ふ、うん……」

　あざみの体がびくんとはねる。三枝の唇が彼女の耳に寄せられ歯を立てられた。きゅ、と締まったナカの反応に、三枝はあざみの耳をねぶり続ける。

「あぁん」

　甘い声を出してしまい、必死に口を押えるあざみ自身の動きで、胸のふくらみがふるりと揺れる。三枝はあざみの鎖骨をキツく吸い上げたあと、赤く色づき可愛がられるのを待ち望んでいるかのような尖りを口に含んだ。　

　手や指の感触とは違う、濡れて温かい感覚に包まれた。熱い粘体に、固くなった乳嘴を転がされる。あざみが体をふるわせば、動きを利用して口一杯にふくらみをほおばられる。

敏感になった蕾に歯を立てられたあとを、舌で撫でられた。

「あ、アん」

　あまりの悦さに身悶えする。蜜壺にうずめられた指は、イイトコロを探してゆっくりと動き回る。三枝の指が固くて、いやがうえにも自分の体の奥が蕩けて柔らかくなっているのを自覚させられる。ちゅぽちゅぽと、淫音が響いてきた。

「ヤ、ぁ」

　秘豆はずっと撫でられ続けて、勃起している。蜜孔から溢れた淫汁は後穴まで垂れて、もう限界が近い。

「んーっ」

　こんなところでイキたくないと、あざみは形ばかり頭を振ってみせた。小さいのに大きな快楽をもたらす芽を摘ままれて、一気に階段をのぼりきってしまう。甘い稲妻が蜜口から体の奥を通って脳まで達し、目の前が真っ白くなった。

「あ、ぁ、……ア」

　自分で戯れたときとは圧倒的に違う快感に、体をびくびくと反応させてしまう。

　力を失ったあざみの体はずるずると崩れ落ちた。男が自分から離れたのを感じて顔を上げた。

「なんで、こんなことしたの……？」

　唇も体も甘くしびれて、上手くしゃべれない。

「俺を忘れないように置き土産」

　三枝も息が荒い。立ち去る彼の顔を見たかったが涙で霞んでよく見えなかった。

　

　どれくらい経ったのだろうか。あざみは力の入らない足をなんとか立たせた。シンクを　向いてボタンを嵌めれば、誰かが入ってきてもなにかあったとはわからないだろう。

（三枝君……）

　強引だったが、手つきは甘く、あざみの快楽を生み出すものだった。

　切迫した息遣いに紅潮した顔、三枝も彼女に欲情していた。熱いほどだった彼の体温、男らしい匂い。肌に触れてきた長いまつげ。感極まって掻き乱してしまった、さらさらの髪。彼の言葉通り、甘く深く体に刻み込まれた。

「私、貴方のことが好きなんだよ？　どうしてくれるの、一生忘れられなくなっちゃったよ……」

　酷いと思うのに、ずっと三枝のことを想って生きていけると考えてしまう自分がいた。それに、彼だけのせいではない。あざみ自らねだっていた。三枝の腕の檻から逃げ出せたのに、しなかったのは自分だ。

　その後すぐに三枝は旅立った。噂されていた秘書の女性は、彼の異動後、退職した。ハラハラしていたが、婚約発表あるいは結婚の報告はなかった。

　

　……今でも、三枝がなぜあんなことをしたのかわからない。 

（でも私は）

　あの日を幾度となく思い出しては、自身を慰めてきた。

　くちゅりと太もものあいまから水音が聴こえたが、男を迎え入れる準備をしてしまっている体を無視するように目をつむった。







第二章【彼誰】








　どうやら寝入っていたらしい。あざみは意識が浮上していくのを感じた。

「ん……」

　目覚めた彼女は、三枝が上半身を起こして肘をつき、自分を見おろしていることに気がついた。

　夜明け前の蒼い時間、二人は互いから目をそらさない。車の行き来も途絶え、自分達の息の音のみが聞こえる。下半身が密着している掛布の中が熱くて剥いでしまいたい。ドキドキとうるさい心臓の音が三枝に聞かれてしまうのではないかと思う。

「あざみ」

　三枝に呼ばれるだけで特別な響きに聞こえる、自分の名前。

「おまえ、恋人いるか」

　唐突に聞かれた。

「今も昔もいないよ」

　彼女のことばに、三枝が息を飲む気配がした。

「え？　誰とも付き合ったことないのか？　宝田さんは？」

　彼は現在、金属部門非鉄・金属原料第一営業部部長。あざみの今の上司である。

「なんで宝田部長の名前が出てくるの？」

「……日本を発つ前、バーから二人が出てくるの見かけた」

「もしかして、『ストーン』？」

　あざみは気に入っている店の名前を口にした。

「名前まで知らん」

「三枝君が海外行くちょっと前からお気に入りのバーなの。部長のお友達がやってるらしくてね、たまに会うよ」

　あざみは酒が強い。おひとり様も平気なので、色々な店に出向いては開拓してる。

「じゃあ、いいな？」

　なにがいいのか、聞く前に。

　ぎしっ。

　三枝があざみにのしかかってくるのと、ベッドが鳴るのは同時だった。

　唇と唇の交通事故が発生しそうになった瞬間、あざみは三枝のあごに掌底打ちを見舞った。

「……いくら俺が穏和な人間でも怒るぞ」

　不機嫌一〇〇パーセントの声が降ってくる。しかし、あざみには構っている余裕はない。

「三枝君が穏和なら、世界で紛争なんて起こってないよ」

「おい」　

「……なにを、するの」

　あざみが小さな声で訊ねれば、掠れた声が返ってきた。

「おまえを感じたい」

　あざみがひたと彼を見つめると、引き寄せられたのか三枝が近づいてきたのか、二人の唇が触れ合っていた。

　あざみは三枝の唇の柔らかさにうっとりする。もう少し味わっていたかったのに離れてしまう。

「ん……」

　ねだると、もう一度唇が触れてきた。羽のようにそっと降りてくる感触にいつしか、あざみは目を閉じていた。

　触れるだけのキスを何回したあとだろうか。緩く開かれた唇の隙間から濡れたものが差し込まれる。うっすらと目を開けてみれば、三枝があざみを見ている。途端、恥ずかしくなってうろたえた彼女の両頬を、三枝は押さえつけるように手のひらではさんだ。有無を言わせず舌があざみの咥内に入り込んでくる。

「んっ」

　三枝の舌がさぐるように動き、奥に隠れていたあざみの舌をとらえる。舌で舌の表面を撫でられた。逃げようとすれば吸われ、解放されたと思えば舌の側面をまさぐられる。

「っ、」

　不意に気持ちいいとしか思えない刺激に、あざみは体をびくつかせた。

　唇を合わせている三枝の口角があがる気配。あざみは口の中で感じるところを、何度も攻められた。

「声をきかせて」

　唇が離れた。言葉と同時に胸のふくらみや腰、足の付け根を撫でられるのを感じた。

「あ……」

　三枝の熱い手の感触が心地いい。彼の手が体の稜線をなぞるたび、快感の火種を植え付けられていく。

「あ……はぁ……、ん」

　体から力が抜けてしまう。激しくむさぼられた口の中と唇がじんじんする。

　唇に触れようと手を動かすと、カットソーはめくれあがり、ブラジャーは押し上げられていた。スカートも太ももまでまくりあがっている。

　三枝は身を起こすと、ワイシャツを脱ぎ捨てボトムのベルトを外した。ウエストバンドに手をかけると一気に脱ぎ捨て、生まれたままの姿になった。

　逞しい上半身が彼誰の空間にぼんやりと見える。膝立ちした彼はあざみに万歳をさせるとカットソーを取り去った。

　ついでスカートとストッキングも取り去られる。火照っている肌に早朝の冷気が心地よい。

　ショーツを脱がされた。蜜口から零れた蜜が外気に触れて冷えていくのには、気づかないフリをする。

　ブラジャーがホックを外された状態で鎖骨あたりにわだかまっているだけの姿を、堪能された。

「四年前より、色っぽい」　

　愉悦を含んだ声にあざみは頬を染める。身じろぎを利用されて、胸のふくらみを手に収められてしまう。

「憶えていたより、柔らかい」

　音量は抑えていたが、欲情を湛えた声音にあざみが興奮する。

　憶えていてくれたことが嬉しくて、扇情的に見えるよう、三枝の手のひらの下でふくらみをくねらせた。

「焦るなよ」

　三枝が苦笑しながら、ブラジャーのストラップをあざみの肩から外して放り投げた。

「こっちだって、がっつきたいのを我慢しているのに」

　獰猛な声に、体の芯奥が疼いた。

「私はなんの経験もなかったけど。三枝君は四年間、色んな女の人を味わってきたんでしょ」

　つい、恨みがましくなる。

「仕事で精一杯だった」

　真面目な声に、悋気が削がれる。

「おまえを抱く夢を何度も見た」

　あざみも同じだった。何度、愛し合う夢を見ては、激しい動悸とひくついた蜜口に飛び起きたことだろう。四年間夢に見ていたことが現実となる。

「あざみが欲しい、おまえの傍に帰ってきたんだと実感したい」

　せつなそうにささやかれて、ドキンと心臓が高鳴った。

　なぜ、三枝が自分相手に言い出したのか、単なる導眠のための『運動』に過ぎないのか。これからずっと悩むだろう。

（それでも）

　希われて拒否できるほど、あざみは強くなかった。

　あの日の続きを、自分も知りたい。三枝の熱を感じたい。肌と肌をじかに触れ合わせたい。誰も訪れたことのない体の奥に彼を受け入れたい。

「私も三枝君に抱いてほしい」

　あざみの小さな声とともに、三枝の手が彼女の足のあいまにのびてきた。くちょり、と水音がする。

　三枝はあざみの胸に顔を伏せると静かに愛し始めた。ふくらみに指がめり込むほど揉まれ、指の間から顔を出していた乳首を口に含まれる。既に固くしこっていた蕾を舌全体で撫でられたり、細くした先端でこねくり回される。歯で優しく扱かれて、感覚が直結している蜜孔に快楽が流れ込んでゆく。

「ふ、ん……！」

　びくん、とあざみの体がはねる。

「感じすぎ。ここから先、もたないぞ」

「だって」

　三枝に抱かれようとしているのだ。勝手に体が反応する。

「……俺もがっつく」

　興奮を抑えきれない彼の声に、耳だけではなく体全てが歓ぶ。言葉による振動や熱い息。汗ばんできた彼の肌と、包まれている濡れた感覚、全てが幸せだ。三枝の肌や指の感触をもっと受け取りたくて、勝手に腰が持ち上がる。

　指が一本、ゆっくりと蜜路に沈められた。

「あ。ぁん……」

　媚肉がきゅうう……と三枝の指にしがみつく。自分の体ながら、喜び迎え入れる反応が不思議だ。

　三枝だからかもしれないと考えついたら、正解とばかりに体の奥がまた彼の指を締めつけた。

「いい反応。あざみ、すごい色っぽい。……綺麗だ」　

　欲でけぶった声の三枝から、太ももへ固くて熱いモノを押しあてられた。彼も興奮してくれているのが嬉しくて、あざみの花芯は潤う。

　さきほどから片方の乳首を吸われたり、歯を立てられる。久しぶりの口淫は憶えていたより、ずっと煽情的だった。性感を煽られる感覚に集中していると、指がもう片方の乳首をこすりたててくる。快感が脳にも悦をもたらし、淫口はどうしようもなく蕩けきっていた。

　雄芯を迎えいれる場所を愛されて、蜜路の中が潤い滑りやすくなった。ナカに挿入されたままの三枝の指の動きが大胆になる。

「そんなにしちゃ、ヤ」

「イヤだって反応じゃない」

　指の付け根まで埋められては出ていってしまうくらいに引き抜かれる。かと思えば、へそ側、背中側。右か左か。浅い処がイイのか、奥が悦いのか。蜜路の壁を、バラバラに刺激され、探られながら広げられる。

「もっと声を聴かせて」

「あ、ア」

　指を出し入れされるときに、蜜口を手のひらで圧迫される。秘豆を爪で優しくカリカリとこすられて皮を剥かれた。

「あ。は、ぁん……」

　淫芽の周りを指の腹で少し強めに円く撫でられる。感度が一番大きい下側を擦られてイキそうになると三枝は花唇を撫で始めてしまう。

「ン、んぅ……」

　感じ始めると、彼は違うところを攻める。おかげで、そこここで生まれた快感が複雑に絡まり合い、どこもかしこも気持ちいいが、あざみは達することが出来ない。

「ヤ、あ」

　気持ちイイのに、もどかしくて泣きそうになる。

「おねがい……」

　早く奪ってと続きを言いたいのに、口からはうっとりしたため息しか出ない。

「おねだり、可愛い」

　媚肉はわなないて、すっかり口を開けている。蜜壺からは絶え間なく蜜があふれた。三枝の手だけでは受けとめきれず、ヒップの割れ目まで冷たく濡らしていく。

　ひたひたと甘い波が彼女を満たす。あざみの体はとろとろに蕩けているのに、蜜路のナカは力強く蠢いている。

　達する瞬間がすぐそこまで近づいていたが、自分だけこんなに気持ちよくていいんだろうかと疑問が浮かぶ。三枝に愛されるばかりで、自分はなにもしていない。

「あ、ンッ、ぁ」

　どうすればいいと聞きたくても、口からは悩ましい声しか出せない。

「イイ顔」

　は、は、と荒い息に、あざみはいつのまにか閉じていた目をあけた。

「あざみ、すごい気持ち悦そう。もっとヨくなれよ」

　満足そうな顔と嬉しそうな声に、気持ちよくていいのだと安心できた彼女はこくり、とうなずく。

　この四年間、やるせない疼きを自分で慰めてきた。体のどこが快楽に弱くて、どんな快感が自分を絶頂に導くのか知っている。

　けれど三枝が与えてくれた快感は、自分で作り出した感覚以上だった。すばらしい快感を、他ならぬ彼がもたらしてくれる。

　三枝があざみを抱こうとしなければ、一生知らずに終わっていた。この時間のために、自分は今まで独りだったのかもしれない。感謝を示したくて、三枝の首を抱き寄せる。

「さえぐさくん……」

　自分でも甘えたような声だった。降りてくる唇を自分から迎えいれる。三枝が施してくれた舌の愛撫を真似てみた。拙い動きだったが、彼はあざみがしたいようにさせてくれた。

じゅぷじゅぷと、足のあわいから聞こえる水音が激しくなる。最初のうちこそ異物のように感じた指はいつのにまにか二本、三本と増やされた。ほぐされ蕩けさせられて悦に連れて行ってくれる三枝の指は、蜜路にとってもあざみにとっても、なくてはならないものになった。

「ふ、ぅん……」

　じんわりと温かく痒いような感覚は、やがて熱いぬかるみとどうしようもない快感と化し、あふれるのを待ち構えていた。

　クる。

「イっていいよ」

「ン……！」

　秘芽をつままれて、あざみの体にぴんと力が入る。固唾を飲んで待ち構えていると、ひたひたと押し寄せていた甘い波が急激に満ちあふれた。最高潮に達した瞬間、法悦が訪れて体がビクビクとはねた。

「あぁ――――……」

　長くひいた声が喉から漏れ出るが、止められない。

　淫襞が快楽のあまり、収縮する。緊張が頂点に達すると、急速に弛緩する。呼吸のように蜜路が蠕動するたび、あざみは新たな快感に見舞われた。

「あ、ぁん、ああ……」

　言葉にならない。

　三枝は、あざみのひくんひくんとわななく蜜口に見入ったあと、脱ぎ捨てたズボンから財布を出した。彼女にも、避妊具のパッケージを破る音が届く。

　いよいよだ……とあざみは目をつぶりなおした。

「挿れたい。いいか」

「うん。きて」

　今日、彼にあますところなく見せ、処女をもらってもらう。怖いし恥ずかしいのに、嬉しい。

「悪い、俺も我慢の限界。理性なくさないようにするけど、痛いかもしれない」

「なくして」

「え？」

「夢中になってくれたほうがいい。痛くて構わない」

　一度しか味わえない破瓜の痛みを、彼が与えてくれるのだ。一生記憶しておくには、むしろ痛いほうがいい。

　にっこり笑って両手を差し出せば、虚を突かれたようだった。一瞬のち、男は火がついた表情になる。

「煽るな。手加減できなくなるぞ」

　三枝は、歯を食いしばったまま、体であざみの両足を割り開く。

「あざみが健気なことを言うから、出そうになった」

　照れたような声で言うと、太杭の根本をつかんだ。秘処の裂け目に丸い先端を何回かこすりつけて、あざみの蜜を自らの雄に塗りつけた。

「や、ぁん」

　達したばかりで甘く痺れていた花唇は刺激されて、また疼いた。腰が浮き足が大きく開いたところで、ゆっくりと熱芯が分け入ってくる。

　一番大きな先端で狭い入り口を広げるように少し入っては、とどまり擦りあげる。あざみが蕩けると、もう少し先に進んでくる。きついのか、何度か浅いところを出入りしたあと、ようやくカリがぬるりと入り込んできた。

　指よりも遥かに太いものが、淫襞を押し広げる感覚に、あざみは無意識に息を詰めていた。

「あざみ、力を抜け」

　胸の飾りを舐められ、きゅう、と蜜路が甘く反応する。

「は、ァん……」

　痛いのかと身構えていたあざみは、蜜のおかげで潤い、辛くなかった。ほっとして体を緩める。三枝はさらに押し入ってきたが、阻むなにかにあたる。きっと最奥に到達したのだ。

「もう、全部入ったんだよね？」

　期待をこめて訊いたが、「半分も入ってない」との言葉にあざみは目を見開いた。

　どれくらい三枝の分身は巨大なのだろう。あざみは怯えて体が固まった。

「無理、そんな大きなモノ入らない」

　訴えると、ちゅ、ちゅ、と吸いつかれた。快楽を生み出す胸の蕾を甘噛みされて、体が蕩けてくる。

「息をしてろ」

　言われて、あざみは呼吸を再開する。三枝があざみの腰をつかんで己に引き寄せるのと、途を狭めていた門を男根が押し広げたのは同時だった。

「〜〜〜〜っ！」

　悲鳴をあげたつもりが音にならない。あざみは男の逞しい腕に爪を立てた。

　蜜路が長くて太い異物を押し出そうとしているのに、かなわない。体ごと逃げようにも、彼にがっちりと腰をつかまれている。雄がさらなる奥を目指す。

　ぎゅっとつむった目のあたりを、舐められた。

「全部入った。……痛いよな」

　労りの言葉とは裏腹に、三枝の顔は嬉しそうだった。声もなく頷けば、優しくささやかれた。

「しばらく胸に集中してろ」

　三枝はあざみの足を自分の腰に巻きつけると、彼女の乳首をそっと摘んだ。痛みに消えかけていた快感が、ほんのりと灯る。三枝が腰を前後に揺すると、その動きが彼の指を通してあざみの乳首へと伝わった。

「ん……ふ、ぅん……」

　あざみは目をつむり、呼吸を繰り返しながら三枝が与えてくれる胸の快感に集中した。

　脇からふくらみの中心にかけて、ゆったりとした円が描かれ、次第にせばまってくる。ひときわ色の濃い乳輪は何度もなぞられた。もどかしくはないが、物足りない快感。とうとう乳首の先端を爪で弾かれたり、下からこすりあげられた。気持ち悦さに蜜路がうるみ始める。

「あ……」

「上手だ。そのまま感じてろ」

「あぁ、ん」

　蜜路が再び蕩けて固さを失っていく。軽くゆすられていたが、雄茎に淫襞が絡まりついているような気がした。三枝の腰に足をまきつかせる。

「っ、動いていいか」

　三枝が蜜の滑りを借りて、淫筒の内側の媚肉を丁寧に擦り上げていく。襞の一つ一つが三枝の雄に絡む。

　ぽたり、と熱いしずくがあざみに落ちてきた。三枝の顔といわず、体のあちこちに汗が浮いている。彼は苦悶するような顔で歯を食いしばっていた。

「……三枝君も辛いよね」

　隘路をこじ開けて挿入しているのだ、女性器の抵抗に男性器が辛くないはずはない。あざみは自分のことしか考えていなかったと反省した。

「ん？」

　汗が鬱陶しいのか、彼がぞんざいな仕草で前髪をかきあげた。額と汗に濡れた胸を見せつけられ、ドキッとした。心と体は連動しているようで、あざみの蜜路が彼の男根をきゅううと締めつける。瞬間、三枝がぶるりと震えた。陽茎の質量がぐぐ、と増す。

「っ、このタイミングで締めてくるとか……！　悪魔かおまえは」

「や、ン、大っきぃ、……んっ」

「仕方っ、ない、だろ……っ、おまえのナカが熱くてトロトロなくせに。締めつけが、絶、妙っ」

　喘ぎまじりの声。自分が快感を与えられたことに、あざみの蜜路がひくついた。三枝のグラインドが大胆になってきた。

「ひぁっ」

　たまらず、細い声で啼いた。

　三枝の与える律動で、彼女の胸がふるりと揺れては、たわむ。三枝の手が愛おしくてならないというように、ふくらみごと手のひらにしまいんだ。男の手に敏感な尖りがこすれてどうしようもなく気持ちイイ。じんじんと秘処が疼き、潤みはじめる。

「やぁ、ん。気持ち、イ……」

　揉み込まれて、喘ぎ声がとまらなくなる。

　自分の体に、こんな空洞があったのかと思う。熱い楔がへそ側の壁を浅く擦っては、最奥を突く。擦られたところから甘い痺れが生まれてくる。痛さより気持ち善さが増してくる。

「は、ぁ……ん」

　彼が通り過ぎたあとは、より空虚に感じてしまい、戻ってきた雄を離すまいとする。あざみは息をするのが精一杯なのに、蜜路は貪欲に快楽を貪ろうとしていて、別の生き物のようだ。

「……ハ」

　ゆっくりと抽送する三枝は、あざみを気遣ってくれているのだろう。彼に申し訳ないと考えながら、ありえない質量の異物が胎内を動いてる感覚に、これが限界だとも思う。

「もたない。あざみ、イッて」

　一緒にと願う前に、二人が結びついている場所で紅く剥けている蜜芯を摘ままれた。触られたら即、達してしまうほどに熟しきっていた芽は、快楽をはじけさせた。あざみの目の前が白くなる。

「あ、ぁ」

　呼吸が止まって、凄まじい快感が蜜路から頭の先まで走り抜ける。

「ン！　……んっ」

　びくんびくん、と陸に揚げられた魚のように、あざみの体が大きく波打った。隘路が蠕動し、屹立をこれでもかと締め上げるたび、甘いしびれが体を巡った。息をするたび、次の快楽が押し寄せてきて、つま先まで力が入る。

　三枝にとって、最後の理性の糸が切られた瞬間でもあった。

　男の腰を推し進めた動きで、彼女の腰が浮いた。三枝の手が、あざみの腰をつかむ。がくがくと激しい突き上げが彼女の視界を揺さぶる。

「あ。……っぁ」

　苦痛に近い快楽と圧迫感がないまぜになって、口を開いても息ができない。

「あ、アんぅ……、あ、ぁ」

　切迫した音が漏れるだけだ。

　と。

「っ、く……！」

　三枝の体がびくりと動いた。被膜越しだがびゅるびゅると放たれる液体の気配に、あざみは意識を手放した。







第三章【同棲】








「ん……」

　目覚めると、見慣れた天井だった。

　えっちな夢を見た。三枝が海外から帰ってきて、あざみを訪ねてきた。彼に抱かれ、自分は夢中で腰を振っていた。彼女の処女を三枝がもらってくれた。

「いい夢だったなぁ……ごほっごほっ」

　カラオケでシャウトしたときのように喉がひりついて、あざみはせき込んだ。昨晩は部の懇親会だった。意識をとばすことは滅多にないのだが、三次会か四次会で歌いまくったのだろうか。

　す、と水の入ったコップが渡された。あざみは「あじがど」と酷い掠れ声で礼を言い、一気呑みをしてから噴いた。

「大丈夫か」

「ざ、三枝ぐん!?」

　訊ねながら、タオルで濡れた箇所を拭いてくれている三枝に向かって叫んでしまった。再びせき込んでしまったら、背中を撫でられた。手のひらがじかに触れる感覚に、自分が生まれたままの姿なのを知る。

「な、んでごごにいるの」

　夢の続きだろうか。

「そろそろシャワーを浴びさせてやろうかと」

「じゃなくて、なんで私の部屋にいるのっ」

　あざみがなんとか喋れば、三枝はそれは冷たい笑みを浮かべた。

「まさか。あんなことをしておいて、忘れたフリか？　いい度胸だな」

　彼の男らしい指が伸びてきた。なんとなく見守っていると、つん、と胸を突つかれる。視線を下ろせば乳首が見える。ふくらみどころか体のいたるところに、紅い斑点が。

「……っ、これキスマーク!? 　……あ」

　脳裏に映像が浮かぶ。三枝が自分に覆い被さっていた。吸いつかれて出来た所有印が嬉しくて、めちゃくちゃに彼の髪を掻き乱した。

「ようやく思い出したか」

　言うなり、あざみはベッドに押し倒された。

「昨日は初めてで負担が大きいだろうと我慢したんだ。抱き足りなかったし、丁度いい」

　黒い微笑みを浮かべた三枝に、あざみはドキリとした。　

　ゼミ合宿で水着姿も、あざみの家でシャワーを浴びた彼の姿も見ている。なのに分厚い胸と割れた腹筋が、やたらと色っぽい。

　そそり立つ男根から目をはずせずにいると、三枝は見せつけるようにスキンを分身にまとわせる。のしかかってきたと思ったら、横向きにされて後ろから抱きしめられた。

「ざ、ン……！」

　抗議は耳穴にさしこまれた三枝の舌によって、喘ぎ声に変わった。背中が反り、男の胸にぶつかる。

「昨日はあざみを早く抱きたくて、あんまりいじらなかったからな」

　手のひらにおさめられただけの胸が疼く。快感は熾火だったようでたやすく火がついた。

　自分の体の反応に、本当に抱かれたんだなと思う。

「わ、わかったから……！」

「遅い」

　首筋に歯を立てられては舌でなぞられる。

「ふ、うン……」

「昨日も思ったけど、あざみは感度がいいな」

　三枝君に抱かれてるからです！　と叫びそうになり、必死に飲み込む。

　うなじにちゅ、ちゅ、とリップ音を立てながら、胸をもみしだかれる。背中に当たった三枝の胸板が熱い。ヒップに固いものがあたる。

「あ」

　胸から腰、ヒップの曲線を撫でていた手が足のあいまに差し入れられた。

　くちゅり、と水音が二人の耳に届いた。ぐ、と腰が押しつけられる。

「まだ痛いだろ。……挿れないけど、感じさせてやるから」

　掠れた声と熱い息が耳にねじこまれて、腰にキた。

　緩んだ足のあいまに太くて長いモノが割りこんでくる。蜜をたっぷりと含んだ花弁の裂け目を、三枝の屹立が抽送する。快楽の泉と化した秘処を蜜口から淫芽まで行き来する雄芯にこすりあげられるのは、どうしようもなく気持ちよかった。

「あ、ァん」

　感極まってきて首を反らせば、あごをとらえてキスされる。

　脈打つような竿のくびれも丸い先端も、まるで似合いの一対のように裂け目に吸いつき、蜜口に重い悦が溜まっていく。

「や、ァん、いいの……っ」

「しっかり太ももを締めてろ」

　素直にあざみは力を込める。ヒップに男の固い腹筋がぶつかり、閉じた足のあいまから先端が突き出た。

　花唇はひくつき、蜜がこぼれるなか三枝の動きが速くなった。あざみも達したくて、三枝の動きに合わせる。

「く……！」

　三枝の喉からくぐもった呻き声がもれ、強い力で打ちつけられた。

　彼の脈動を太ももの内側で受けて、あざみもはばたいた。　

　

「大丈夫か？」

　抱きこまれ、裸の背中を撫でられる。汗ばんだ体、激しい鼓動に男も興奮していたと知る。

「……うん」

　あちこち触れられて、昨日の快楽の記憶が一気によみがえった。波のような甘い疼きが押し寄せている秘孔の奥は、鈍痛を発している。けれど、彼に抱かれた痛みなのだ。我慢できる。

　返事をした途端、三枝の手がいやらしくあざみの体を撫で始めた。

「もう無理っ」

　三枝はあざみの声に手をとめた。

　彼の腕の中にしまいこまれ、頭のてっぺんにキスされる。優しい声でささやかれた。

「……まあ、昨日の今日だからな」

　今日が土曜日で良かったとあざみは思う。平日だったら出勤できたかわからない。

　男の体にぴたりと寄り添って幸せだったが、汗に濡れてゆるやかに起伏する胸を見ていると、ムラムラとしてくる。ごまかそうとして、慌てて訊ねた。

「さ、三枝君。いつまで休み？」

　居住地を変えなければならない転勤の場合、最短で一週間の異動休暇が与えられている。

　前後の土日を合わせて、九日の休暇をもらえたのだと三枝は言った。ホテルに大部分の荷物を送らせ、自分はまっすぐにあざみの家に向かったと。

　三枝はいたずらっぽく微笑んだ。

「四年間、眠れなかったからな。この休暇に寝だめしておかないと」

　じゃあ、まだ一緒にいてくれるんだ……とあざみは嬉しく思う。

　ふと時計を見ると、既に昼過ぎだった。

「ご飯つくるね」

　起き上ろうとして引き戻された。

「大丈夫だ」

「いや、でも」

　きゅるるる……と鳴ったのは、あざみの腹だった。快食快眠がモットーな彼女は三度の食事をきっちりと摂る。

　ぷ、っと噴出しながら三枝が起き上った。ぱらりと二人の体から掛布がずり落ちる。

「あざみは寝てろ」

「起きるよっ」

　恥ずかしいから目をそらしてほしいのに、三枝は掛布を持ったままニヤリと笑う。

「起きれないと思うぞ」

「なにを言ってるのかな、この人は！」

　意地になって床に足をつき、立ちあがろうとして……できない。足にも腰にも力が入らない。

「無理させたからな」

　三枝に抱き上げられて浴室まで運ばれていく。バスチェアに座らせてくれ、シャワーコックをひねってくれた。温かい湯があざみを濡らす。

「迎えにくるまで、あったまってろ」

　パタリと浴室のドアが閉まってから、あざみはつぶやいた。

「……三枝君が激甘過ぎるっ」

　ザアザアと落ちてくる水滴のなか、自分の体に咲き誇る赤い華を見ていると、じんわりと多幸感が湧き上がってくる。

「とうとう、えっちしちゃった……」

　好きな男に抱かれた自分の体を愛おしく思いながら、丁寧に洗う。

　が。

「私達の関係ってなんだろう？」

　想いのベクトルは向き合うことなく、一方通行だ。この行為に意味はあるのか、ないのか。知りたいが訊けない、問うことが出来ても答えはわかりきっている。

「……こんなことしても友達なんだろうな……」

　ため息を吐き出すと、あざみは恋情を洗い流した。

　水音が止まると、浴室のドアが開かれた。三枝が彼女をバスタオルで包む。大切そうに抱えられて、あざみはかえってやるせない。

　ダイニングの椅子に座らされ、丁寧に水気をとってくれる。三枝は服をどうしようと逡巡し、自身のスーツケースから洗ってあるワイシャツを取り出して、着せてくれた。それから髪にドライヤーをあててくれる。

　恋人のような甲斐甲斐しさに、あざみはおもはゆさを感じつつも幸せで泣きそうになる。

「ありがとう」

「飯、作っておいた」

「え」

　有り得ない言葉とテーブルに置かれた料理に、目を見開いた。

「縦の物を横にもしない三枝君が、どんな心境の変化？」

　三枝が苦笑した。

「確かに四年前までは家事をするなんて考えたこともなかったが、俺だって成長するさ」

　三枝は大学卒業を機に独り暮らしをすると言っていた。しかし仕事が充実していて殆ど家に帰らない日々。加えて、時間が空けばあざみ宅に直行するから結局引っ越しをしなかった。

「あっちでも最初メイドがいた」

　色目を使ってくるのに辟易して、クビにしてしまったらしい。

「後任を雇うのも面倒で、自分でするようになった」

　目に見える達成感がクセになり、運動と家事が気晴らしだったという。

「さっすが……。三枝君の美貌は世界共通なんだね」

　あざみが変なところに感心していると、三枝は彼女の鼻を摘まんだ。

「そんなんじゃない。俺は巨大事業の、日本側の責任者だった。美味い汁を吸いたいと思う輩は沢山いるってだけだ。……どうした？」

　三枝は権力や彼の肉体に惹かれる人間にばかり囲まれていると思い込んでいるが、自分達のようにそうではない人間もいる。なかなか鎧を外せない彼を、あざみは可哀想だと思った。

　眉をハの字にしたあざみを見て、三枝は彼女の考えていたことがわかったらしい。

「大丈夫だ。俺にはあざみがいるし」

　窓から差し込む、日の光のような笑みだった。どきどきしながら彼の言葉を待っていると。

「それに雷太もいるし、篠木もいる。あ、教授もいたな」

　三枝は柔らかい表情だった。

「……高校まで『血の代わりに氷河が流れてる』とか評判も大概だったのに、あざみの世話を焼くようになったら『実はいい奴なんだな』って言われることが増えた」

　三枝のことを冷たいと言っていたのは、彼の人間関係の一番外輪の人間ばかりだった。

「三枝君は、身内に入れた人には情が篤くて、優しい人だよ」

　あざみが断言した。すると、三枝が愛おしいとしか表現のしようのない顔で彼女の頬に手を添えてきたので、あざみは「自分は今日、死ぬのか」と思った。

「おまえに対しては取り繕ったりしないから、素の『三枝秀之オレ』が見えたんだろう。あざみのおかげだ」

　大学時代から特別扱いされていた自覚はあった。しかし、これほどに彼の中に自分の存在があるとは思ってもみなかった。感動が押し寄せてきて、言葉が出ない。

「なあ」

　三枝が甘く、喉に絡んだ声を出す。

「大学のときの約束、憶えてるか」

　忘れるわけがない。

『お互いに三十になったとき、恋人もいなくて独身だったら結婚しよう』

　果たされない約束と思いながら、胸に抱きしめて生きてきた。

「まだ二年あるけど。俺達、結婚するか？」

　世界は凍った。……いや。このまま凍結してしまえばいいとあざみが願った。

　まじまじと互いを凝視しあって数十秒。

「冗談だよ、そんな怖い顔するな」

　世界ががらがらと崩れた。

「あざみ、シーツの替えは？」

　男の声に、彼女はのろのろと現実に戻ってきた。

「…………クローゼットの上だけど、なんで？　あ」

　二人がからみあったシーツが、そのままだということを思い出した。汗と蜜ともしかしたら出血で、シーツはとんでもないことになっている。

「私がするから！」

「おまえはじっとしてろ。共同責任だし」

「でも……っ、」

「今日くらい、黙って世話を焼かれてろ」

　身の置きどころをなくしているうちに、三枝は鮮やかな手つきで取り替えてしまった。

　あざみはまたも抱き上げられて、ベッドに座らされた。とん、と肩を押されれば、あっけなくあざみはシーツの海に沈んだ。

「皿を洗ったら、俺もシャワー使わせてもらう。あざみはゆっくりしてろ」

　三枝が皿を洗ってくれている間、彼女は息を潜めていたが、男が浴室に消えた瞬間。

「人を殺しかけておいて、冗談とは。三枝君の馬鹿あああああーーーーーっ！」

　声にならない声で、あざみは絶叫した。

　

　……この日、あざみはベッドから出してもらえなかった。

　翌朝も三枝が家事をしてくれ、世話を焼かれてしまう。

　慈しみに満ちた態度。なにかと触れてくる指。

　心臓がタップダンスを踊るたび、彼の休暇が明けるまでだとなだめすかした。

　彼が恋人を見つけられるまでのひととき、あるいは時差やストレスを緩和して眠れるようになるまでのリハビリ期間なのだ。

　もしかしたら二・三日後には気が変わって、三枝はこの部屋にはいないのかもしれない。

（それに）

　以前の婚約が噂のみだったとはいえ、これからも見合い話は持ち込まれる。恋愛か政略絡みか。いずれにせよ、三枝が了承さえすればあっというまに決まってしまい、彼は永遠に手の届かない人になる。

　四年前、もう三枝はこの部屋に来ないのだと思ったときの感情。あれは虚無や絶望という名ではなかったか。あざみは幾夜、泣き通したことだろう。不実とそしられても、ついていけばよかったと何度も考えてしまった。

　……今回は僥倖だ。

　三枝がなにに触れ、どんなことをし、なんの話をして笑いあったか。記憶して、抱きしめて生きていける。

　

　日曜日が終わり、月曜日。三枝は、出勤するあざみを見送ってくれた。

「あざみが戻ってくるまでには夕飯作っておくよ。ちょこちょこ外出するから鍵貸してくれないか」

　断る理由を思いつかなくて、あざみは震える手でバッグから鍵を取り出した。

　ん、と差し出された手のひらに置くとき、手の汗を悟られないようにと願う。三枝は、悪戯っ子のような表情で鍵にキスをしてみせた。

　夢を見ているような顔つきであざみは出勤すべく、ふらふらと駅に向かった。

　……いつ、改札口を出て会社でタイムカードを押したのか、憶えてない。

　三枝の色っぽい仕草や男らしい体躯を思い出しては顔が崩れそうになり、仕事が手につかない。だめだと顔を洗いに化粧室にいけば、頬は染まり潤んだ目元が事後だと主張している気がする。バシャバシャと冷たい水を顔に浴びせた。

「これだから恋愛ど素人は！」

　ぽーっとして判断力は普段の三割以下。今なら三枝から怪しいツボを売りつけられたら、借金してでも買ってしまいそうだ。

「仕事に集中！」

　ぱんと両頬を叩き、ふううーっと大きく息を吐く。

　夜。

　ドキドキしながら、あざみは自分のアパートの前で立ち止まる。自室の窓が内側からの灯りで明るくなっていて、ほっとした。

　三枝の作ってくれた料理を食べながら、二人の会話は尽きることがなかった。

　シャワーを浴びていると、三枝が入ってきた。

「わっ！」

「いまさら照れなくても」

　言葉通り、三枝は筋肉がついて美しく整った肉体を隠しもしない。

　逞しい肩から逆三角形を作っている引き絞られたウエスト。湯煙のなかでも濃い茂みからそそりたつ、雄茎。

　あざみの喉がごくりと鳴るのに、三枝は艶な表情を浮かべた。

「自分は俺のことガン見してるくせに、ずるいよな」

　入り口にもたれかかり、ドアの上枠に手をついてこちらを見ている三枝こそずるい。見られているだけで、体が反応する。

（三枝君が欲しい）

「あざみを洗いたい」

　掠れた声で乞われ、情欲にけぶった瞳で見つめられたら、どうして拒むことが出来るだろう。

　三枝は、潤んだ瞳になっているあざみの顔に近づいてくると、半開きになっていた彼女の唇をついばんだ。

「ん……」

　温かい湯があざみの背中を流れていく。胸は男の体温で熱いくらいだ。

　三枝が彼女の後頭部をつかんで、顔を上げさせた。何度も互いの唇の柔らかさを確かめるようなキスが続く。

　あざみの腕がおずおずと彼の首に回されると、三枝の手がいったん離れた。ボディーソープのボトルをいじっている気配。泡だらけになった彼の手があざみの体を淫らになぞっていく。

「どこが気持ちイイのか、体で教えて」

　耳殻を食みながら、三枝はあざみの背中をいやらしく何度も撫でる。

「ンッ」

　浴室は音が反響するから声を抑えようとしたのに。

「声、我慢するな」

　舌が、声が息が、頭のなかをぐちゃぐちゃにかき混ぜる。

「あぁ……ん」

　声が勝手に漏れでる。

「おまえの感じている声は俺へのご褒美だから」

「そっ……、ぅな、ノっ？」

　彼が触れるたび、体が跳ねてしまう。今も、三枝の手にぴくんぴくんと素直な反応を伝えてしまっている。

「背中も感じやすいな」

「も？」

　あざみが目線だけあげると、三枝が彼女を見つめていた。

「ここも、すごいイイみたいだし」

　背中を撫でている手の片方が脇から膨らみのきわまで移動してくる。あざみがみじろぎする。構わず、三枝は膨らみを揉みしだいた。

「は。ぁ、ン……」

「普段笑ったり真っ赤になったり忙しいのに、うっとりした顔になる」

　泡で滑るのか、強めに揉まれた。ふくらみの重さや柔らかさを楽しむように下から支え持たれ、親指で乳首を撫でられれば、先端の蕾が紅く色づき硬さを増す。

「ぁん」

　強い刺激を欲しい、両方の膨らみを弄ってほしくてたまらない。

（もっと）

　ねだってみたが気づかれなかったようで、かわりに背筋を指でつうと撫でられた。

「ひぁ！」

　胸を大きく反らしてしまい、三枝の胸板に乳首をこすりつけた。　　

　背中を愛撫する手がそっと移動していくので、まるで泡に撫でられているような心地になる。

　かすかな刺激だが、あざみの反応はびくんびくんと激しい。こんなところが性感帯だなんて自分でも知らなかったのに、三枝にどうしてバレているのだろう？

「そろそろ蕩けてきた？」

　どこが、と聞かなくてもわかる。三枝はあざみの太ももを持ち上げ、自分の体にまきつかせた。シャワーに自分の手をあて、泡を流すとひくついた蜜口が待っている足のあいまに手をさしこんできた。

「ふぁ……ぁ」

「あざみが俺を受け入れるところ、パックリ開いてる。触ってないのに、ぬるぬるだぞ」

　卑猥な言葉を囁かれる。三枝の声に興奮が混じってなければ、羞恥であざみは浴室から飛び出してしまったことだろう。

　つぷり、とあざみの蜜壺はなんの抵抗もなく三枝の指を飲み込んだ。

「あ……ぁん」

「あざみのナカ、俺の指が好きだな」

　指は根本まで埋められ、淫筒の壁をこすっていく。

「早く、コイツにも馴染んで」

　切なそうにささやかれた。二人の腹に挟まれた雄が物欲しそうに涎を垂らしている。

　隘路の中がかき混ぜられ、ぐちゅぐちゅと水音が立つ。あざみも早く悦びだけで迎え入れたい。

「あ、ァ。さえ、ぐさ、くん」

　彼女は崩れ落ちそうな両足に必死に力を込める。

　二人はあざみの絶頂に向かう。シャワーの音は消えうせた。互いの荒い呼吸と、あざみの媚唇から生まれる蜜が泡立つような音しか聞こえない。

　指がいくら根本まで埋まっても奥まで届かない。三本挿れられても、壁は虚ろだ。蜜口が悦くなってきて、あざみは喘いだ。

「挿れて、ほしい……」

　切れ切れの言葉に、三枝の屹立が反応する。

「まだ、イってないだろ」

　なんとか理性を繋ぎ止めているという声だった。

「いっ。しょ、ガ、い、イ」

　三枝は、喘ぎ混じりのあざみの言葉を聞くなり、彼女を壁にもたせかけた。いつのまに忍び入れたのか、シャンプーボトルラックからアルミパッケージを取り出した。び、っと歯で包装を噛みちぎる。あっというまに装着すると、三枝はあざみをかかえこんだ。

　再度、彼女の足を自分の腰にまきつかせる。

「色々試したいけど」　

　不穏な言葉に三枝を見れば、欲と慈しみの混ざり合った目と視線がぶつかった。

「足場も滑りやすいし、あざみに負担をかける体勢なのもわかってる。なるべく激しくしないようにするから」

　余裕がなさそうなのに、自分を気遣ってくれる三枝が嬉しくて、あざみはうなずいた。

　ぐ、と背中をタイルに押しつけられ、冷たさに体が縮こまったのも束の間。男根が下から突き上げ、蜜路の中に潜っていく。

「ふ、うぅん……」

　ふるふるとあざみの腕が震える。三枝はあざみの肩を抱き寄せた。しっかりと彼女が自分の首につかまったのを確認して律動を始めた。

　三枝はゆっくりと腰を上下する。

「あざみ」　

　彼の濡れた瞳が美しい。目を閉じれば唇が覆いかぶさってくる。歯列の隙間から舌が潜りこんできた。絡んでは離れ、また絡む。

　膨らみは三枝に押しつぶされていたが、律動によって乳首が彼の胸板に擦れるのがまた、イイ。

「あ、ァ、ヤダ、きもチ、イ……っ」

　三枝の手がヒップを手の跡が残るくらい強くつかんでいたが、あざみには官能を呼びおこす刺激にしか感じられない。

　芯奥に与えられた律動に揺さぶられながら、雄を受け入れている場所が、こうも変わるのかと思う。圧迫感は仕方ないものの、異物に過ぎなかった三枝の熱い楔を、そこに在るべきモノとして当たり前に、むしろ歓んで受け入れている。

「気持ち、イイか……っ」

「いい、の……！」

　三枝だからだ。彼に愛されることに体の隅々まで、細胞の一つ一つまで歓喜してるからだ。三枝でなければ、こんなに幸せで気持ち悦くはなれない。

　貴方が好きだと、言いたい。けれど、この瞬間にヒビの一つも入れたくはない。

　言えない。

　ぎ、と三枝の肩に爪を立てて訴える。

「さえ、ぐさくン、い、イキそう……っ」

「イッていいよ」

　あまりに優しい言葉に、蜜路が震えた。

　あざみの締めつけに追い上げられた三枝も被膜のなかに吐精したのだった。

　

　三枝の帰国から二週間。洗面所でうがいをしながら、あざみは思う。

（おかしい、『その時』が来ない）

　再会してからの九日間は休暇だと言っていたから、家探しと時差に慣れるのと、「寝だめ」のためにあざみ宅にいたのだとはわかっている。不眠不休の活躍と聞いていたから、文字通り骨休めだったのだろう。

　しかし、出社しはじめても一向に出て行く気配がなく、家探ししているようにも見えない。

　アシスタントをしていたときよりマメに報告が入り、彼の行動を把握させられている。

　視線が向いた先には、三枝の歯ブラシや愛用のシェーバーが置かれている。

　クローゼットには彼の服がおさまり、台所には三枝専用の食器まである。

「大学時代は、泊まりに来てたときも置かせなかったのにな……。せめてもの防衛線だったのに、あっさり突破されてるし」

　夜は三枝の腕の中で眠り、朝になると彼にキスで起こされる日々。

「これって同棲みたいじゃない？　私達の関係ってなに？　……なんで私達、えっちしてるのかな」

　自身については即答できる。三枝のことが好きで、抱かれたいからだ。

（……三枝君は？）

　彼はあざみに恋愛感情を持っていないのだから、次の恋が始まるまでのツナギなのだろう。

　彼が自分以外の女性を抱くことを想像したら、洗顔フォームを出し過ぎてしまった。

　自分達は恋人じゃない。ヤキモチを妬く権利は自分にはない。嫉妬心ごと、泡を洗い流す。

「この点だけは堅守しなきゃ！　じゃないと私、ズブズブになっちゃう」

　すでに三枝という沼に頭のてっぺんまで沈んでいることはスルーして、あざみは固く決意する。

　だが、朝食を食べ終わり出勤しようとしたら呼び止められた。

「まだしばらく住まわせてほしいから、この部屋の鍵をくれないか」

　三枝の、照れた顔にあざみは見惚れた。世界中に配信したなら、悶え死にそうになるのは自分だけではないはずだ。……門外不出だが。

　嬉しい、まだいてくれるのだ。あざみは飛び上がりたかったが、言葉にはしない。

「ごめん」

　三枝に鍵を与えるなどという、恋人みたいなことをする資格は自分にはない。……というのは言い訳だ。

　鍵をシェアするのは心を預けることだとあざみは思う。彼が部屋の鍵を持っていれば、自分のもとに戻ってきてくれると思い込んでしまう。少しでも帰りが遅くなれば、なじってしまいそうだ。

　やっぱりな、と三枝は肩を竦めた。同時に目がすがめられ、唇の端があがる。会議で相手を論破するときの表情だった。

「おまえはそういう奴だよな。学生時代から絶対に鍵をくれなくて、不自由した」

　なぜか三枝はテーブルに一万円札を十枚置いた。

「……なに、そのお金」

「当座の費用」

（やめて）

「もうあの頃の俺じゃない。欲しいものはどうやっても手に入れる。これは俺の分の光熱費と食費と、……これじゃ一か月分には足りないな」

　さらに紙幣を出しそうな気配に、あざみは慌てて遮った。

「十万あれば、全部賄えちゃう。でも、いらないよ」

（そんなことしないで！）

　二人の時間に金銭を介入させたくない。

　あざみが拒むと、三枝はうっすらと笑みを浮かべた。

「俺に鍵を預けたら、家の中のものを根こそぎ盗まれると思って信用ないんだろ？　なら、仕方ない。俺を置いておく保証金だ」

　さらにマネークリップごと数十枚置かれてしまい、あざみの頭では理解が追いつかない。

「思ってない！　信用してるし、それにこの部屋の中で三枝君以上に大事なモノなんてないからっ」

　つい本音を口走ってしまった。チープな小物で埋め尽くされた部屋だ、根こそぎ売られても大した額にならない。自分より優先すべきものなど、彼以外にはない。

　三枝が奇妙な目であざみを見つめる。微妙な沈黙に耐えかねて、あざみは叫んだ。

「とにかく、費用は結構！」

　彼女が行動を起こすより早く、三枝が無言で立ち上がる。彼の行動を目で追っていたら、椅子の背もたれと三枝の腕の中に囲い込まれた。

「じゃあおまえはどういうつもりなんだ？　俺をヒモにしたいのか」

　怒りを孕んだ目でにらみつけられ、唇すれすれにささやかれる。

「なんで、そうなるの！」

　怒鳴りつつ、本音では「贅沢はさせられませんけど、一生側にいさせてくれるなら死ぬ気で養います、喜んで！」と威勢よく返事したい。

　三枝の片足が椅子に乗り上げてきて、あざみのイイ処を圧してくる。熱い舌が耳から首筋を這う。

「もう出勤時間だから！」

「俺から『原田あざみは欠勤する』と連絡しておくから問題ない」

「大ありでしょっ」

　所属が同じでもないのに、なぜ勤怠を知っているのだという話になる。同棲、束の間の同居がバレたら困るのは、御曹司である三枝だ。

　カリ、と鎖骨に歯を立てられて、三枝の膝を挟んでいる太ももが反応した。

「選ばせてやる」

　服の上から爪で乳首のあたりをこりこり……と引っ掻かれる。ブラジャーをしっかり着けているのに、頭をもたげてきた素直な性感帯に泣きそうになる。

　三枝はあざみを抑えつけていない。ただ、キスマークを施された場所と乳首から発する淡い快楽に、彼女が動けないでいるだけだ。

「ヒモの俺に今すぐグズグズに蕩かされて一日中喘がされるか」

　それ、いいなと思ってしまった自分に、あとで説教だ。

「スペアキーを作り、かつ俺からの妥当な費用を受け取るか」

　足のあわいに嵌まっている膝小僧を揺すられ、秘処が潤ってきたのを感じる。

　男の体を押しのけたくても、腕に力が入らない。あざみはふるふると首を横に振る。

「強情だな」

　ブラジャーの上から両手で完全に勃ち上がった乳蕾を転がされたり、摘んだりされている。布の上からの刺激がもどかしい。

「だ、……メ」

　きゅ、と二つの乳首を同時に摘ままれ、もぞり……と腰を揺らめかしたのを目ざとく見つかってしまう。

「体はそうは言ってない」

　うなじを舐められ、胸を刺激しながら足のあいまを圧迫される。じゅわ、と蜜口が涎をこぼしたのを感じた。

「は、ぁん……」

　吐き出した息に、我ながら熱がこもっている気がする。

　あと、数分も愛撫をされていたら、もたない。

「おすすめは、おまえを達しさせて俺がイッたあとに『受け取る』と了承することだな」

　艶やかな笑みを浮かべた三枝のボトムの前立ても盛り上がっている。

　あざみは火照りながら冷や汗が流れるという、器用な反応をした。

　太杭を欲しがっている蜜口に挿入され、男の欲を抽送されてしまえば、互いに昇華するまでおさまらないだろう。そうなれば我を忘れてしまい、会社どころではなくなる。

「だめっ、仕事が……！」

「今はもっと大事な話をしている」

　冴え冴えとした瞳で見つめられ、彼の息がかかる近さでなにごとかを語られたら「ＮＯ」とは言えない。惚れた弱みと色香負けである。

　とうとうブラウスをめくり上げられ、パンツのジッパーを下げられ和毛に指が届くに及び、あざみは屈した。

「わかったから！　鍵も渡すし、お金ももらうからっ」

「もうちょっと頑張れば、イカせてやったのに。ま、涙を浮かべながら強情なあざみも可愛いから許す」

　腕の檻を解除するときに、ペロリと唇を舐められた。あざみは金には手をつけず、鍵を人質にしてとりあえず逃げ出した。

「こっ、腰砕けにならず頑張った、私！」

　ヘナヘナしてはいたが、そこは武士の情けで見逃してもらおう。

「可愛いげのない女に『可愛い』なんて言っちゃって……、女の敵めぇ」

　文句を言いつつ、獰猛な獣に迫られて喜んでいる自分がいる。

　帰宅してから、置かれたままの紙幣から生活費の半分だけもらって返したら、それはそれは甘く責められた。

　

　……結局。

　スペアキーを作ることを条件に生活費は折半で折り合いをつけたら、今度は貢物攻撃となった。

　三枝は直帰しても、夜は必ず駅で待っていてくれる。ときにはそのまま外食したり、映画を観にいったり。

　休日に「でかけよう」と誘われて、好みのブックカバー付きの好きな作家の新刊をプレゼントされた。

　星つきレストランに連れて行かれた。マナーを幼少時から叩きこまれた彼のエスコートは洗練されていて、周囲の女性の目をハートマークにさせてしまう。三枝は、蜜に惹かれた蝶のように集まってきた女性達を無表情で追い払ったあと、あざみに破顔してみせた。

「ここの店、好きだろ」

　仕事で遅くなるとメールした日には、あざみ御用達のパティスリー季節限定スウィーツがあったからと買ってきてくれている。

　気がつけば部屋には花が生けられ、あざみ好みのファブリックや食器が揃えられていた。全てにツボで、しかも返品不可のものばかり。

「私の好きなものばっかり買ってこないで！　それに、もらう理由ないよ！」

　彼女が真っ赤になって抗議すれば、平然と言う。

「俺とあざみの金額に対しての認識の違いだな」

　生活費があざみの推定収入の何パーセントを占めるかを算出し、己の収入に比率をあてはめて計算したというのだ。

「い、一緒に住んでるんだから私ばっかり優先してくれなくても」

　文句を言えば、三枝は真剣な顔で彼女を説いた。

「俺が好きでしてることだ。あざみが困る必要はない」

「……困るよ……」

　うつむいているとあごをつままれ、上を向かせられた。あざみの瞳を覗きこんできた真剣な眼差し。

「本当は服だってアクセサリーだって買ってやりたいのを、おまえが抵抗するから我慢してるんだ」　

　不機嫌そうな声でとんでもない発言が飛び出した。

「でも……、」

　怖いのだ。三枝に甘えて、自分一人で立てなくなってしまうことが。

　あざみのためらいをどう理解したのか。

「俺が全額出して当然なのに拒むんだから、これくらいの物品授与は受け入れてもらわないとな？」

　さもなくば、とにじり寄ってきた野獣に、食べられる側が出来ることは降参することだけだった。

　ふーっ、ふううう！　と息を荒くしているあざみに、三枝はニッと笑みを浮かべた。

　ふいに切なげな表情に変わったので、あざみの胸がとくんと甘く鳴った。

「おまえが自分の稼ぎで食べたい女だってわかってるけど。俺がおまえの世話を焼きたくて仕方がないのも、わかれよ」

　頬に手を添えられて言われてしまい、あざみは身悶えるしかない。

　

　夜になれば啼いてよがり、もう無理と泣き言を言う甘い時間が待っている。三枝曰く手加減しているらしいが、始まってしまえば夜中過ぎまで堪能されている。

「なんで毎晩、グズグズにするの……」

　うつ伏せになり、ぐったりしながら文句を言った。

「あざみが気持ちいいと、俺も気持ちいいから。質のいいセックスって睡眠や肌にいいって聞くから、おとなしく気持ちよくなっておけ」

　愛おしげに背中に何ヶ所もキスを落とされるたび、馬鹿正直に反応してしまう。

　……たしかに最近、「原田さん、モチモチ肌だったけど、最近はつやっつやのプルプルだね。彼氏出来た？」と同僚女子にツッコまれている。納得しかけたら、魔の手が伸びてきた。

「じゃ、もっと蕩けようか」

「ちょ、もう無理ぃ……、ん……」

　クタクタになるまで喘がされ、寝入りばなにささやかれた言葉。

「おまえに俺を憶えさせたい。俺じゃないとイケなくさせてやりたい」

　口をきくのも億劫で「もうなってるし、三枝君としかセックスしませんし！」と、返事が出来なかった。

　……三枝の、蜂蜜に砂糖を入れて煮詰めたうえにメープルシロップをかけたような言動は日常となっていた。

　あざみの許容量はとうとう超えてしまい、彼女は三枝が待つアパートには帰らず、カプセルホテルへ泊まった。

　男の、恋人仕様としかいいようのない態度にかつてない危機を覚えたからだ。

「だめだ……。このままじゃ私、告白しちゃう」

　既に三枝の甘い笑みや優しい態度を、自分のことを好きだからと勘違いしかけている。見つめられてしまえば、遠からず気持ちを伝えてしまうだろう。

　彼と気まずくなりたくない。出ていってほしくない。このまま彼に微笑みかけられたい、腕の中にとじこめられていたい。

「わぁん、色欲よ収まり給え！　滝行したら煩悩なくなるかな」

　あざみは眠れずに夜を明かしたのだった。

　翌朝、携帯のメール着信を見てぎょっとした。

『今日の夜、どこかで食っていかないか』

『残業か？　帰るの、いつくらいになりそう？　遅くなるなら連絡くれ』

『あざみ、雷太達と家飲みするから赤ワインを買ってきて』

　三枝からの連絡が入っていた。

「あ！」

　日本でも有数の巨大企業を経営する一族の御曹司である彼は『あざみや雷太達が、ウチがらみで犯罪に巻き込まれるかもしれない』と学生時代から気にしていた。

　昨晩の三件目のメッセージは、無事の是非を問う緊急通信だったことをあざみは思い出した。

「雷太達は無事だ。おまえは犯罪に巻き込まれてないか」という意味で、赤ワインは危険を示す赤。

　五分以内にあざみが「ＯＫ」と返せば無事。それ以外の言葉を返したり返事を出来なかったときは、危険だという信号ととらえると。

　学生時代は一人旅をしていると三枝から安否を気遣うメールが来て、面倒くさがりながらもすぐに返信していた。

　社会人になってからは上司とアシスタントという関係上、平日だけではなくオフのスケジュールも互いに把握していた。……そんな約束ごとがなかったとしても、同居している人間に無断で外泊してしまった。

（しかもあの過保護な三枝君に！）

　彼が身裡に引き入れた人間を大事に思っているのがわかっているだけに、顔から血の気が引いた。どれだけ心配されているか。

「まずい！」

　三枝家の権力でもって、捜索されかねない。

　今日は土曜日だ。

『今から帰る！』

　あざみは慌ててメールすると、家に戻った。

「三枝君！」

　玄関の扉を開けて飛び込んだら、三枝が立っていた。血走った目、ぼさぼさの髪、くたびれたスーツ。あざみのことを探し回って、もしかしたら徹夜で待っていてくれたのかもしれない。彼女は思わず抱きついた。

「ごめんっ」

「おまえはそういう奴だったよな。学生時代から、ふらっとどこかに出かけて。連絡取れないで心配したら『私は独りでも大丈夫』と笑う」

　しわがれ声でつぶやかれた。

　あざみは単独行動が好きだった。映画も飲むのも旅も、気がむけば独りで出かけてしまう。

「雷太達は『あざみの前世って、風船かクラゲだったんじゃないか』と笑っていたけれど、俺はそこまで割り切れない」

　三枝がまっすぐにあざみを見つめてきた。

「俺はおまえのなんだ？」

　自分こそが二人の関係を知りたい。だが、言えるわけがない。あざみはようやく言葉をしぼりだした。

「……友達でしょ」

「友達、ね」

　三枝の声には温度も色彩もなかった。

「おまえからの連絡がなくて、俺がどれだけ怖かったかわかるか」

「ごめ」

「あざみを心配する人間の気持ちを、おまえはわからないんだな」

　彼女の心臓は悪い予感にドキンドキンと脈打つ。三枝にはいつも怒られ、しまいには呆れられていたが、今みたいに感情を無くしたような態度で接せられたことはなかった。

　まさか。

　恐れていた最後の日を自分が始めてしまったのだろうか。もう、彼の傍にはいられない？

　彼は自分にしがみついたあざみを優しく、しかし有無を言わさず引き剥がした。

「三枝く」

「しばらくホテルに泊まる。なにかあったらメッセージを送ってくれ」

　三枝は海外から帰国して以来、郵便ポストがわりにホテルを押さえたままだった。

　彼に手を伸ばしたあざみの前でドアが閉まった。







第四章【交渉】








　金属部門非鉄・金属原料第二営業部部長となった三枝は着任以来、多忙を極めた。

　第一営業部部長である宝田とようやく二人だけのミーティングの時間をもてたのは、あざみと喧嘩してから数週間経っていた。

「三枝、久しぶりだね。逞しくなったな、男の色気が出てきた。そうだ、言ってなかった。昇進おめでとう」

　宝田は、四年の時を経てもしなやかな体型のまま。優美さに加えて渋みを持ち、貫禄を増していた。

　四年前、バーから出てきた二人を見たとき、三枝は血が逆流するかと思った。あざみと連れだっていた宝田は彼女を口説いているようにしか見えず、殺意すら憶えた。

　元々、この男を意識していたが、彼よりも早く上に行ってみせると、今はより熾烈に思っている。とはいえ、人として尊敬でき雄として憧れている人物なのだ。……そのことが一層腹立だしい。

「着任の挨拶が遅くなりました。早速ですが原田あざみを私の第二営業部に異動させてください」

「なぜ？」

　三枝は詰まった。まさか、反対されるとは思っていなかったのだ。

　鋭い目で自分を見つめる男に「自分とあざみはベストパートナー」などと、子供じみた言い訳はきかない。

　三枝は肚に力をこめた。

「原田は元々、私のアシスタントです。前回のプロジェクトにも同行させるつもりでした。帰国したので戻してもらえると考えております」

「同行しなかったのが原田の意思だ。新体制で溜まったストレスを彼女に癒やしてほしいか？」

　宝田の言葉に三枝は膝の上で拳を握り込んだ。

「下衆な物言いは控えて頂きたい。……たしかに、私は新体制に物足りなさを感じています。さらなる飛躍を皆にさせたい。が、アシスタントにも力不足を感じました」

　……三枝商事でも、取締役の得意分野を示す一覧表を開示することになった。

　将来グループトップを目指すからには「スキルマトリックス」と呼ばれるそれを、オールマイティに近づける必要があった。

　得意分野を強固なものにしつつ、苦手な分野でのプロフェッショナルな人間をいかに自分の陣地に引き込めるか。

　あまたいるＣＦＯ候補から抜きん出るための戦いは既に始まっている。

　三枝が率いる第二営業部は営業部員、推進事業部員とも『育成』を目標に今回の人員が集められた。部長として初めて携わる新規プロジェクトで、三枝の真価が問われるだろう。

「営業部員が目的完遂に向けて走りきれるのは、周囲のサポートあってこそだと考えています」

　あざみと離れていた四年間で実感した。

　プロジェクトの進行は現地状況やクライアントの意向などにより左右されるため、アクシデントやトラブルが発生しないほうが珍しい。

　アシスタントに求められているのは、責任者が必要とするサポートを欲しいタイミングでかつ正確に行うこと。時には冷静にリーダーを論破してくれる存在。

　彼女なら申し分ない。

　あざみはプロジェクトを一つ完了するたび、準備や調整、都度の記録など、完成度が高まった。

「原田は業務全般を把握する力がずば抜けて高い」

　リーダーと同じ視点を持てることは重要だ。

　あざみは大抵の状況にも対応できる柔軟な視野と、その裏付けとなる確かなスキルを兼ね備えるようになった。最新の知識を吸収し続けようとする貪欲な姿勢も好ましい。

　彼女になら、三枝は安心して背中を預けられる。

　雷太以外の人間を拒絶していた三枝だが、彼の世界に飛び込んできたあざみのおかげで他人と関わり合うようになり、人に頼ることを憶えた。

　今の自分は部下達にも的確に仕事を割り振ることができる。彼らが失敗したとしても、己の采配ミスの結果だ、責任を取る。それでも、無条件に信頼しているのは彼女だけだ。

「リーダーが取りこぼしたとしても、業務を把握していなければ拾えません。原田の仕事ぶりを見て、新人のアシスタント達に職分を憶えてほしいと考えています」

　彼の言葉を聞いた宝田はやがて満足そうにうなずいた。

「三枝の言う通りだね。……もう伝えてもいいか。君達二人が入社した当時、『鳴り物入りの御曹司がペットまで連れてきた』と社内がやかましくてね」

　あからさまな言葉に三枝は目を見張った。

「三枝については、入社前からきらめく才能を見せつけられた。新卒ながら指揮を取ったプロジェクトの大成功に、金メッキだとやっかんでいた者達も認めざるを得なかった」

　創始者一族が歴代トップを務める会社ではあるが、諸外国と渡り合うには実力がものをいう。

　三枝は面接時、会社の弱点であるアジア地域のレポートを提出してプレゼンした。

　内容は有効かつ実践的で、彼について否定的な者ですら唸らざるを得なかった。

　面接時には学籍に在った三枝を中心としたプロジェクトが組まれ、入社した時点で彼は役職待遇であった。

「だが、原田はあきらかに違う」

　宝田は穏やかに続けた。

「入社時、一般職は庶務課総括となる。聡い人間は、ここからメキメキと頭角を表す。本人の希望と特性を鑑みつつ、仕事を覚えて業務課へと昇進していく。ここで新人時代に培った部門横断のコネクションが活きてくる」

「はい」

「だが三枝は教育担当者のスタンドプレイに乗った形で、ビジネスマナーも知らない原田をいきなり花形部署に引き取らせた。仕事が出来ないのに、だ。彼女への風当たりが強いのは当然だな。君についての不満や嫉みも、全て彼女に向かった」

「……原田が非難を受けるかもしれないと予測はしていました」

　守るつもりであったが、目が行き届かなかったかもしれない。

　三枝は唇を噛み締めた。

　一緒にいたかったが、辛い目に遭わせたいわけではない。最初の人事発令以降、ハラスメント委員会にあざみ近辺を留意してくれるように依頼していた。

　懸念は的中し、あざみ関連で不審なミスがあいついだ。彼女名義での備品の誤発注、不連携。会社に大損害を与えなかったが、あざみが無能だと印象づけるものだった。　

　数ヶ月後、証拠を揃えた人事部は、関わった人間全員に懲戒処分猶予つきの戒告をした。

　委員会は遠因でもある三枝にも訓告を与えた。

「社会人として恥ずべき行為ではあったが、三枝が私情に左右されない人物だと認められていなかった証拠でもある」

　そして人事部は、委員会に調査を依頼しなかったあざみにも面談を行った。

「彼女は『三枝リーダーに、バッシングされていることを伝えないで欲しい』と言ったそうだ」

　面談中、あざみは育成プログラムを申請した。就業時間のあいまだけでは足らず毎日残業する彼女を、社内の人間は白い目で見ていたが、あざみが業務を習得していくにしたがい、徐々に見る目が変わっていく。

　そして……『原田詣で』があり、あざみは受け入れられた。

「原田は入社当時こそ推進部の部長や君の助力を受けたようだが、少なくともこの四年間、彼女は自力で今のポジションを獲得した」　

　あざみの記憶力と、事象を関連づける想像力は目を見張るものがある。

　今では新人の受付研修で『訪問客が誰目当てなのかわからないときは原田女史に聞け』と教わるという。

「周囲にまた、『御曹司のペット』扱いさせるか？」

　三枝の複雑な表情を、宝田は冷静な目で観察していた。

「原田は第一営業部の主席補佐として能力を発揮し、人事及び我々も彼女を評価している。資料室のデータベース関係で、他部署からの引き合いも多い。昔馴染みというだけで第二営業部への異動は許可できない」

　正論すぎて反論出来ないでいる三枝に宝田は言った。

「私は、少なくともＣＦＯまではのぼる。同時に三枝秀之という人物がこの会社と三枝グループを任せるに相応しい男か見極めようとしている」

　三枝に記録を塗り替えられるまで、最年少で部長となった男にしか言えない言葉だった。

「互いに歯車の一つとはいえ、君は私以上の責任を負うことを期待されている。だが勝手に動いて組織を崩壊させるなら、御曹司といえど排除するしかない」

　黙り込んだ三枝を見ながら、宝田は立ち上がった。

「私情を通せるだけの実績を積むことだ」

　言い捨てられ、あとには呆然とした三枝が残された。

　 

「あれだけ惚れてるのに、気づいてないとは可愛い御曹司だ」

　あざみを賞賛すると嬉しそうな顔をする。自分の手元に戻らないとわかると、人を殺せそうな顔をする。

「だが、ストレートすぎて、上に立つ者としてはマイナスだ。彼がそこに気づけるか、だな。私を使える男になれるか、お手並み拝見しよう」

　……宝田がドアの外でつぶやいた言葉は三枝にまで届かなかった。








第五章【指摘】








　宝田に指摘をされた日。退社後、三枝は雷太を呼び出した。

「秀之、久しぶりだな」

「そこでいいか？」

　挨拶を返さず三枝が示したのは、就職してから二人でよくくだを巻いていたビアレストラン。

「予約してないが、入れますか」

　スタッフに訊いている自分を、雷太がじっと観察していることに気づかない。

　二人の前にグラスが運ばれても、三枝は取っ手を握りもしない。彼をチラチラと盗み見るウエイトレスは完全に意識の外だ。

　鬱屈した様子の三枝に、雷太はさりげなくカマをかける。

「最近、どうよ」

「あいつ。熱を出してたのに、一人で耐えてたんだ」

　

　一か月ほど前。あざみがカプセルホテルに泊まった翌日からホテル暮らしをしていた三枝だったが、一週間後プライドをへし折って彼女のアパートに行った。

　靴はあるのにシン……としている。

『あざみ、無事かっ！』

　不安に駆られて部屋に駆け込んだら、真っ赤な顔でウンウン唸っていた。

　夜通し看病し、彼女の苦しそうな顔を三枝はやるせない思いで見つめていた。

　

「いくら喧嘩して別居中だったとはいえ、なんで俺に頼らない」

「待て待て。その爆弾発言は想定外だった、もっとくわしく」

　雷太のツッコミを気にすることなく、三枝がぐいっとグラスを空けた。

「あいつ以外、俺に甘える権利が誰にある！」

　だんっ！

　三枝はテーブルにグラスを乱暴に置いた。ビールが飛び散ったのでダスターで拭きながら雷太はのんびりとあいづちをうつ。

「ま、おまえの前ではしっかりしていたいっていう、あざみのプライドなんだろうな。惚れた相手に恥じぬよう、二本の足で立ちたいタイプか。惚れた相手になら弱みを見せられるタイプか。前者があざみで後者が秀之だな」

　三枝は目を見開いた。

「……なんで、あざみのことだと。それに惚れてるとか。なんだ、その不穏な言葉は」　

「まず、最初の答え。俺といるときのおまえから、あざみのこと以外聞いたことない」

　三枝が、ぐっと喉が詰まったような音を出してから、うっすらと頬を染めた。ウエイトレスが見惚れるほどの初々しい美青年ぶりだ。

「二つ目についてはじっくり解説してやるから焦るな。だが、そのまえに聞きたいことがある。今日こそおまえとあざみの関係について、洗いざらい吐いてもらう」

　べつに疚しいことはないと口を開きかけた三枝に、雷太がたたみかける。

「おまえ、いつからあざみと暮らしてる？」

　直球に三枝は黙秘権を行使する。

　雷太はトントン……と指でテーブルを弾く。彼独特の「ネタはあがってる」のサインである。

「……帰ってきた日から」

　観念した三枝が白状した。

「ふーん。俺の数々のお誘いを断ったのはそれでか。まあ、赦そう。だが秀之、単なる同居だとか言い出さないよな？　俺はおまえを聖人君子だとは思っていない」

　同棲とは、婚姻関係にない恋人同士が同じ住居に住むことを指す。一方、同居は家族や友達などと住むことを指す場合が多い。

「……俺とあいつのあいだに、恋愛感情はない」

「なのに肉体関係はあるのか、爛れてんな。秀之、なんであざみを抱いた？　『手頃だったから』と答えたら、おまえとの腐れ縁は今日までだ」

　雷太からの絶縁宣言に、三枝は顔を強張らせた。しばらく逡巡したあと、小さくつぶやいた。

「………………抱きたかった」

「あざみは由利ちゃんの親友だ。欲求を解消するためだけなら、手を出すな」

「あいつしか欲しくない」

　雷太はまっすぐに三枝を見つめた。

「秀之、恋ってどんな感情だと思ってる？」

　親友からの唐突な問いに三枝は目を彷徨わせる。答えをまたずに雷太は続けた。

「相手が笑いかけてくれれば天国。無視されれば地獄」

　ぎくりとなった親友を見ながら雷太は続ける。

「あざみが他の男に笑いかけてたら、いやか」

　三枝のグラスを握る手に力が込められた。

「あざみが他の男とデートする」

　三枝のグラスがみし、という音を立てる。

「あざみがおまえじゃない男に抱かれる」

　三枝のグラスにヒビが入る。双眸は燃え盛る黒い焔のようだ。

「それが嫉妬。もしくは独占欲。おまえは、横からかっさらっていく男に殺意を抱くほど、あざみを好きなんだよ」

　思い当たることがあるらしい三枝を見て、雷太が意地悪な顔をした。

「なあ、俺とあざみが崖にぶらさがってたら、どっちを先に助けるよ」

「あざみだ」

　迷いはない。

「今までのおまえだったら、親友の俺を助けなくちゃならない。なのにどうして、あざみ？」

「おまえのほうが体力あるし、一人で助かるだろ」

「じゃあ、あざみと彼女より小柄だけど知らない女子」

「あざみだな」

「さっきの論理で言えば、あざみは一人で助かるんじゃないのか？」

「知らない女を、あざみより優先する理由はないだろ」

　堂々と言ってのける三枝に雷太はふ、と笑う。親友が仕掛けどころで浮かべる笑みだったので、三枝は顔をしかめた。

「じゃあ。あざみとウチの嫁ちゃん。残念ながら俺はいないし、二人同時に助けられない」

　三枝が目に見えて動揺した。雷太の愛妻は、あざみより華奢だ。

「……篠木……」

　苦しそうに由利の旧姓を絞りだした。

「なんで」

「彼女が死ねば、おまえも生きてないだろう」

「あざみを見捨てんのか」

「違う。篠木を助けたら、あざみの後を追いかけて俺も飛び降りる。あいつのいない世界に俺がいたって無駄だからな」

　きっぱり言い切った親友に雷太は呻いた。

「そこまで想ってんのに、どうして自覚がないんだっ……！」

「俺の気持ちは『人類愛』だとあざみに言われた」

「っ、あの阿呆！　百円賭けてもいい。俺が『恋』って言った瞬間、おまえはあざみの顔を思い浮かべたな？」

　雷太に断言され、自分の心の裡を思い返した三枝は、ぐうのねも出ない。

「あざみに惚れてるって認めちまえ」

　数十秒たっぷり沈黙したあと、三枝はぽつりと言った。

「……あざみへの気持ちが恋愛感情だろうと思ったことは何度もある」

　なぜ、彼女の隣では眠れたのか。傍にいて一番心休まる女性だが、気になって仕方ないのか。強引にでも海外に連れて行きたかったのか。

　抱きしめたくて、あざみを啼かせたい。どうして自分の手で彼女を幸せにしたいのか。

　心の底ではわかっていたのに、気づかないようにしてきた。

「その度に違うと考え直した」

　なぜなら。

「俺が友情であれ好意を示したら、おまえ以外は去っていった」

　三枝におもねる輩に攻撃されたからだ。実際、あざみも色々巻き込んでしまった。

　雷太が口を開きかけたが、三枝は喋らせなかった。

「だが、もう手放してやれない」

「なら、全力で守ってやるしかないな」

　親友が笑いかけてくれた。

「ああ、俺の権利だ。……でも。あざみは俺のことを友人としか思っていない、よな」

　三枝が弱気になるのはあざみのことだけだ。

「あいつの気持ちを教えてやりたいが、フェアじゃない。ただ、これだけは言う。学生時代から『恋愛より友情』って言い切ってる男に、あざみが告白なんか出来るわけがない」

　顔を歪ませた親友のグラスに雷太は自分のグラスをこん、とあてた。

「おまえに、命をなげうってでも共に在りたいと望んでる女が出来た。俺はそのことがなにより嬉しい」

　

　店を出たとき、会計はきっちり三枝が百円多く払った。雷太は三枝の肩をたたいた。

「いい加減、あざみを不毛な関係から解放してやれ。あいつが好きでもない男と、どうこう出来る器用な女か。考えたら、おのずと答えは出るだろ」

「ああ」

　ようやく自覚した三枝は、告白するべく動きだす。








第六章【求婚】









　 三枝の決意から二週間後。終業時間になると、あざみは慌ただしく帰り支度をはじめた。

「お疲れ様です」

「原田さん、もう帰るんだ？　珍しいね」

「はい、約束がありまして。失礼します」

　海外とのやりとりはメールが主だが、レスポンスを早くしたいときは現地時間にならざるをえない。コア時間はなく、皆自分判断で出勤してるから、同僚だが一月以上も顔をあわせてない人間も珍しくない。

　

『今日の夕飯は外だから』

　唐突に、朝言われた。あざみが寝込んだ日に三枝が看病してくれて以来、二人暮しが続いている。

『わかった。会食？』

（いつも、早めに教えてくれるのに）

　不思議に思ったものの重要なポストについたのだ、社内外から彼との会合を望む声が大きいのだろうと納得する。

『おまえもだ。おしゃれな格好をしてこいよ。デートだからな』

『え？』

　聞きかえす前にドアが閉まった。

　

「なんだろうなぁ……」 

　ロッカー室で首をひねりながらも三枝が言うのなら、『デート』だ。

「嬉しい」

　顔がニマニマしてしまう。化粧室で、自分の服装をチェックする。冷房対策のカーディガンを脱いだ。

「おかしくないかな……」

　あざみの豊かな胸と、細い肩と腰は洋服を選ぶ。

　会社はオフィスカジュアルだったが、さすが一流企業というべきか。

「貴女がた、全員読者モデルですか」と聞きたくなるくらいセンス上級者が揃っているので入社以来、勉強させてもらっている。

　サイズ感を間違えると野暮かつ太く見えるのが気の使いどころだ。

「長所は強調。短所はごまかす。かつ、長所にするべくアピール！」

　……試行錯誤のすえ、行き着いた結論である。

　肌を綺麗に見せる色、ボディラインを美しく魅せるデザインとの出逢いは、あざみにとって大切なもの。

　深緑のトップスの胴体部分はなんの変哲もないスタンドカラーのブラウスだが、袖は透け感のある生地になっていて、艶かしく肌にまとわりつく。ブルーグレーのレースで作られたスカートはタイトなデザイン。サイドスリットとあいまって彼女の美しい曲線を、否が応にも強調している。

　じいいいっと鏡の中の自分を見た。

　学生時代、三枝の友達として周囲に認められるように、自分磨きを頑張った。今もスキンケアは怠らないから褒められることは多い。

　はっきりしている眉、低めの鼻だが目力は強いと思う。人間をどうしても二分しろというのならば、可愛いよりは綺麗系。

『人の目を気にするな、堂々としていろ』

　彼の言葉を守り、男性からの舐めるような目も、女性からの評価の目も気にしないようにしている。ただ、三枝の賞賛の目が欲しい。彼が自分を熱く求めている瞳を見たい。

　十分に心を注いでもらっているのに、欲張りな願望だとも思う。

　自分は見果てぬ夢を、あとどれくらい追えばいいのだろう。一生、抱き続けるのかもしれない。

「でも」

　それもいいか、とも思えてしまう。

　会社を出ると足取りも軽く、待ち合わせ場所に向かう。

　

「うっわー……」

　会社から二駅離れた場所にあるレストランは、隠れ家的なところだった。たたずまいが落ち着いており、訪れた人物をくつろぎに導く空気がある。しかし、以前連れていかれたどのレストランよりも高そうである。

「……これ、『デート』で来るべき場所？　政治家やセレブが秘密の会食するところじゃないの？　……そっか。接待のシミュレーションなんだ。よし！　女は度胸っ」

　気合を入れ、三枝が待つ個室へ案内してもらう。扉の前で深呼吸をした彼女をスタッフがちらりと見たが、気にしてなどいられない。

「いってらっしゃいませ」

　なぜか笑みを含んだ瞳で、レストランにしては不思議な言葉をささやかれた。

　ドアが開くと、三枝は立ち上がって出迎えてくれた。二人はしばし互いの姿を見て、固まった。

　彼はあきらかにおしゃれしていた。

　夜の空を切り取ったようなミッドナイトブルーの、光沢のあるスーツ。コニャック色が美しいベルトと、揃いのブラッシャーと呼ばれる靴。

　ジャケットの下のドレスシャツはドゥエボットーニカラー。ノーネクタイで襟元のボタンを外している。カジュアルダウンしつつ洗練されており、かつ野性味が加わっていた。彼の持つ雰囲気とあいまって、優雅でおしゃれ度が高い。……まるで大事なデート用だ。

（カッコいい。素敵。イケメン……！）　

　三枝を褒めたたえる言葉で脳内が充たされる。惜しむらくは自分の語彙力が平凡なことだ。

　引き換え自分は……と後ろ向きになりそうだが、三枝が凛々しくて美麗なのは今に始まったことではない。あざみは自分を鼓舞して、なんとか笑みを貼りつけた。

「おまたせ」

　声をかけると、三枝は微笑みかけてくれた。

「今日のあざみは、華やかで美しいな」

　女性への褒め言葉をまさか、自分に適用されるとは思っていなかった彼女は、早速やらかしてしまう。

「あ、これ？　いいよね、二の腕のたるみとか誤魔化せるの！」

　三枝はぶ、と吹き出しそうになった。堪えきれず、くっく……と喉の奥を震わせながら、彼女の肘をつかんでテーブルまでエスコートしていく。

　先ほどのスタッフがあざみの椅子を引いてくれた。

「フルコース頼んでおいた。食べられるだろ」

「勿論！　でも……」

　財布の中身を心配して思わずつぶやいた。

「今日だけはなにも言わず、黙って奢られてくれ」

　真剣な顔で頼まれて、あざみは不思議に思いつつもうなずいた。

　

　二人の目の前に、皿に載った銀の匙が置かれた。

「アミューズブーシュは、茄子とキャビアのバゲット載せでございます」

「キ……、キャビア様っ？」

　あざみは驚きの声を上げた。

　恐縮しながらも、ぱくっと一口で食べた彼女を見て、三枝は肩を震わせている。

「こぼれちゃったら勿体ないでしょ」

　いくぶん赤くなりながら言い訳する。

　オードブルはグレープフルーツとタコのマリネ。食用花と赤く茹で上がったタコと淡いイエローの果実のコントラストが美しい。

「おしゃれ。……すごいね、一緒に食べても喧嘩しない！」

　あざみは美味しそうに食べるから、連れていくレストランでも好印象だ。顔を輝かせ、一口ごとに頬を押さえたり目を細める彼女を見ているほうも幸せになってくる。

　そんな彼女を前にした三枝は、緊張しては笑みを浮かべ直す。

　スープはヴィシソワーズとコンソメジュレの二層仕立て。混ぜずに、二層のまま口に運ぶよう教わった。

「んーーっ！」

　味わったときに生まれたマリアージュに悶えてしまう。

　鯛のポワレ。

　しっかりしたボリュームなのに、角切りにした鮮やかな色の野菜に酢とオリーブオイルを混ぜたソースのおかげで、あっというまに食べおえた。

　口直しのソルベはフルーツトマトで、ほんのり薄紅色で甘酸っぱい。

「甘い……ほんと、果物みたい」

　目を丸くした。

　メインディッシュはフィレステーキ、黒すぐりと胡椒のソース添え。

　厚みが三センチはありそうな肉があざみの前に置かれた。芳しいにおいとジューシィな肉汁が、あれだけ食べたのに食欲を促す。

「『お肉様』、か？」

　彼女の口が開く前に、三枝が横取りした。

「…………」

　あざみは口を開いたり、閉じたりを繰り返したあと。

「はずれ。『おフィレ様』って言おうとしてた！」

　いーっという顔をしてみた。

　

「はあぁ……、美味しかった！　どの料理も最高！」

　満ち足りた表情でデザートとコーヒーを交互に楽しみながら、あざみがヒソヒソ声で話しかけてきた。

「デートって言ってたけど、本当は会食の下見なんでしょ？」

「なんでそうなる。俺がおまえに告白するためだと、思いつかないか？」

「コクハク。……ええと、酷いこと、だっけ？」

「それは酷薄」

「この人が悪いんですーって通報すること」

「告発だな」

　他にないかと、ううんと唸っているあいだに説明されてしまった。

「『告白とは、好きな相手に好意を伝えること』とある。ちなみに『好意』とは、好きという気持ちのことだ」

　三枝の言葉に思わず、男を見つめた。自分を見ている彼の表情があまりに神々しく慈愛に満ちていたので、あざみは喉を詰まらせた。

　咳き込むあざみに近寄ろうとするスタッフを制止すると、三枝が立ち上がった。テーブルを回り込んで彼女の背中をさすってやる。

　男の手の温かさを感じながら、彼の言葉を咀嚼する。意味が頭に届いた。

「……え？　えええええ！」

　大音量に三枝は耳をふさぎながら、にやりと笑う。

「予想通りだな、個室で正解」

　三枝はポケットから、小箱を取り出した。凝視しているあざみの左手をとり、小箱から引き抜いた指輪を嵌める。

　指輪を見て固まってしまったあざみに、彼はあらためて口にした。

「世界中で一番あざみが好きだ。勿論、雷太よりも」

「それって」

「人類愛じゃない、これは恋愛感情だ。ついでに催眠術の練習がしたいからでもないし、人体実験のためでもなければ、マネーロンダリングをする準備でもない」

　考えていたことを言いあてられて、あざみはおそるおそる確認した。

「……いつから？　なんで私なの」

　とてもではないが、信じられない。

　ずっと好きで、彼も好きになってくれたらいいのにと願っていた。でも、傍にいられなくなることのほうがいやで、望まないようにしていた。

「多分、初対面で怒鳴られたときから。俺を家柄や金づると見ていなくて、悪い事をしたら叱ってくれる。一生懸命で可愛い。傍にいないと心配だった。あざみが大事で護りたい。……この気持ちが恋だと自覚したのは最近なんだ」

　三枝は白状した。男の頬がかすかに朱に染まる。

「……三枝君が私を？　……信じられない……」

　あざみが呆然とつぶやいた。

「無自覚に大事な人を作らないようにしてきた」

「……ああ」

　三枝が苦く吐き出した言葉に、あざみは学生時代に由利に言われたことを思い出した。

「……なのに、おまえには何度『大事だ』と言っただろうな。四年前、おまえがついてきてくれないことが悲しかった。他の男のせいかと思ったらくやしくて、俺を忘れさせたくなかった。……少しでも早くあざみの許へ帰りたくて、プロジェクトの完了を急いだ」

　ほんとうに、この人は私が好きなんだ。

　じわじわと嬉しさが体を満たしていく。好きだと彼に告げていいのだ。

「……私でいいの？」

「おまえでなければ要らない。返事は？」

　あざみはぶんぶんと音がする勢いで首を縦にふりすぎて目を回してしまった。三枝が再び彼女の頭を抱きしめてくれる。

「あざみはいつも俺を幸せにしてくれる」

　嬉しそうな言葉に余計、頭の揺れが収まらない。

　

　会計を終え、レストランを出たあと二人は手を繋いで歩いた。

「どこに向かってるの？」

「内緒」

　晴れて両思いになれた。幸せな気持ちで周囲をながめると、いつもと違って見える。世界はなんと優しくかぐわしいのだろう。道行く人々が全て善人で、二人を祝福してくれているかに見える。

　数分で、三枝が目指していた場所へ到着した。

「ここ……？」 

　建物を見上げたあざみの口から思わず言葉が出た。

　都心の一等地でありながら、落ち着いた雰囲気を漂わせている。薄い灰色の建材で作られており、何本もの優美な円柱がエントランスを装飾している。レセプション部分はクラシックでラグジュアリーな雰囲気をたたえ、宿泊棟はガラス張りの高層ビル。セレブ御用達のホテルだった。

　あざみはぼうっとなりつつ、ベルパーソンが自分をホテルに相応しい客か見定めているのじゃないかと心配になる。

「あざみに想いを受け止めてもらえた初めての夜を、ここで過ごしたい」

　三枝の言葉にあざみの体がびくつく。ぐ、と手を強く握られた。見れば真摯な表情のなかに、情炎に揺らめく瞳があった。

「今日を、最高の一日としてあざみの中にとどめておきたい」

　低く、それでいて愛おしさが込められた三枝の言葉に、あざみも彼の手を握り返した。

　男が力強く歩きだす。

（三枝君の背中が急いてる気がする。……私もだけど）

　早く彼と二人きりになりたい。

　が。

　エレベーターのフロアが上昇していくごとに、あざみの不安が増していく。彼女の見解では高層階ほど、値段が高い。

　二人が乗っているエレベーターに、乗り込んでは下りていく人々もセレブだろう。

　素知らぬフリをしているものの、服のトータル金額のあまりの安さを知られたら放り出されてしまうのではないかと、気が気ではない。

　あざみの気持ちに気づいているのかいないのか、三枝が自分の背中で彼女を隠してくれたので、これ幸いと男の陰に縮こまる。

　三枝が手を後ろに回してきて、彼女の手を撫でてきた。俺がおまえを守ると言ってそうな彼の仕草に、あざみはようやく力が抜けてきた。

　……ら、別の問題が頭をもたげてきた。

　三枝と体を重ねてだいぶ経つというのに、抱き合う前はすさまじい羞恥心に襲われる。セックスの前に敵前逃亡しかけては捕獲されてきた。

　さすがに今日は覚悟を決めている。とはいえ、三枝と会話を交わすでもないこの空間は、いごこちが悪い。

　しかも、彼女をなだめようとしてくれていた三枝も、こらえきれなくなってきたようだった。指を絡めたり、水かきをいやらしく愛撫して性感を煽ってきたり、彼の指の動きが淫らなものになりつつある。

　あざみだって、三枝の一挙手一投足を意識しまくっており、彼のみじろぎ一つに飛び上がりそうになっている。

　性的な緊張感が高まるなか、あざみはひたすらに階数表示があがっていくのを見つめるしかない。

　エレベーターが止まったフロアは、ドアが開いた瞬間パノラマが広がっており、眼下にいくつものビルを見下ろしている。

　さりげなく生花や美術品が置かれたエントランス。落ち着いた色調の壁には、重厚な彫刻を施されたドアがたった一つだけ。

　歩きかけていた三枝は、彼女がついてこないのに気がついて、振り返った。

「あざみ……？」

「ひゃいっ」

　右足と右手が一緒に動くあざみを、三枝は抱きしめた。

「気に入らなかった？」

「緊張はしてるし身分違い感はあるけど、素敵すぎるからであって。気に入らないはずがないよ」

「そうか。……今日のデートの段取り、怖かった」　

　耳元でささやかれた声は「眠れない」と縋ってきたときと同じだった。

「おまえの好みに合ってるか、自信ない」

「……そんなこと」

「『ここだったら、あざみは美味しいって喜んでくれるかな』、次の瞬間には『気に入ってもらえなかったらどうしよう』ってな。こんなことなら、篠木におまえの好みをリサーチしとくんだった」

「私、こだわりないよ」

「あざみがそう言ってくれることはわかってる。だからこそ、おまえが歓んでくれることをしたい」

　あざみは三枝を抱きしめ返す。彼の背中で、嵌められた指輪が照明に反射してきらめく。

「レストランも、このホテルも忙しいあいま、私のことを考えながら色々計画してくれたんでしょ？　三枝君にいっぱい時間を使ってもらって、嬉しくないはずがないよ」

　囁けば、さらに腕のなかにしまいこまれた。

「三枝君のチョイスは、いつもツボだよ？」

　彼が連れていってくれたのは、化学の実験系やアートな小物を集めた雑貨屋に、本がたくさん置かれている喫茶店。彼おすすめの単館上映の映画作品は珠玉のものばかり。

「あーっ、くそ！　おまえに褒められただけで、有頂天になれるなんてガキだな」

　男はあざみを抱きしめたまま、片手でがしがしと己の髪を乱した。頬が赤くなっていたので照れ隠しだったのかもしれない。

「ここまで惚れ込んでるのに気づかないとか、自分のバカさ加減に呆れるよ」

　三枝は、自分に苦笑していたようだったが、柔らかな表情だった。

「今日の一八時以降から月曜の九時まで、邪魔が入らないよう根回し済み。おまえがいつ来てくれるかと、一分ごとに携帯を確認してた」

　男のあけすけな言葉に、あざみは目を丸くした。

「……そんなに楽しみにしてくれてたの」

　ソワソワして落ち着かなかったのは自分だけではなかった。

「どうしよ。ものすごい、嬉しい」

「俺も。好きな相手とのデートって、緊張するけど嬉しいんだな」

「同じ」

　二人は笑い合い、唇を触れ合わせた。唇が離れても互いの目を見つめあう。

　三枝に希われた。

「俺を全部やる。だからあざみの全部を、俺にくれ」

「あげる」

　自分にも、三枝に与えられるものがある。彼女の即答に、男は笑みを浮かべた。　

「ここ、ワンフロア全部貸切なんだけど。ずっと部屋の外にいてもな」

　三枝はあざみの腰に手をまわすと、スイートルームのドアを開けた。

　カチリ、とオートロックの音がするや、三枝は彼女をかかえあげた。

　あざみをそっとキングサイズのベッドにおろすと三枝はキスを何度も繰り返した。

　触れるだけのキスが一回するごとに時間が長くなっていく。かすかに開いた唇の隙間から三枝の舌が忍びこんでくる。歯列を割ってきた男の舌に、あざみの舌はつかまった。　

「ん……」

　キスってなんて気持ちいいんだろうとあざみがうっとりしているあいだに、三枝が体のあちこちに手を這わせる。

　耳やうなじに触れるキスに感じてしまい、身をよじったらうつぶせにされた。ブラウスの背中のボタンをはずされていく。

　ごくり。

　三枝の喉の鳴る音に、あざみは身を起こして彼の目を手で隠した。彼はあっさりとあざみの両手首をつかむ。

「恥ずかしがってるあざみを観賞したいのに、酷い女だ」

「だって……っ」

　目を伏せているうちに下着姿にされてしまった。じっと見つめられる。

「俺がデートって言ったから下着も気を使った？」

　見上げた男の目は愉悦を含んでいる。喉に絡んだ声で問われて、あざみは首肯した。

　カットソーと合わせたブラジャーは、緑色の繊細なレースを幅広で同色のサテンリボンで支えている。ソングも揃いで、レースはクロッチ部分にのみ使われており、リボンが複雑に交差してヒップにフィットしていて……レースからは肌が透けている。

　買ったけれど一度も身に着けてない下着だった。無意識に見てもらおうと考えていた自分が恥ずかしくてたまらない。　

「可愛い。照れてるあざみも、見せたくて選んだのに見せまいとするおまえも。……気にならなくしてやるよ」

　口づけしながら押したおされ、彼女の手がシーツに縫いつけられる。指が絡められ、三枝の顔があざみの顔を覆い、唇が重なった。何度も口づけを交わすうち、段々とキスが深まる。

　三枝はキスが巧みだ。

　彼に啄ばまれて絡まれ、貪られているうちに、あざみの唇は性感帯の一つに育った。唇だけの交歓で秘処が潤っていることも珍しくない。今もキスされるたび、体から力が抜けていく。

「んん」

　あざみが鼻から抜けるような甘い声をもらす。舌の付け根の裏側を責められて体がビクンと跳ねた。

　混じりあった唾液を飲み下して、喉がこくりと鳴る。

　ちゅ、ちゅ、とリップ音を立てながら、二人は互いの体を忙しなくまさぐりあう。

（今まではブレーキをかけていたけど、今日は無理）

　我慢できない。手の届くかぎり、好きな男の体に触れたくてたまらない。

　……手だけでは足りない。

　男のなめらかな肌を、あざみを煽るたびに形を変える肉を、彼女を囲う逞しい体を、全身を使って感じたい。

「ぁん……」

　三枝の手がブラジャーの上から、かりかりと敏感なところを爪で刺激する。布一枚隔てられた快感がもどかしい。

　あざみが体をくねらせれば、三枝は彼女の背中に手をくぐらせた。ホックを外すと、三枝はあざみの肩に口付けをしてからストラップを引き抜いて、そっと置いた。

　男は彼女の太ももを挟むようにして膝立ちになると、荒々しく服を脱ぎすてた。

　胸の頂き両方にキスを落とすとそのまま三枝の頭が下がっていく。男の唇が腹や太ももに触れていくと、彼の髪があとを追う。

「ン」

　気持ちよくて、これだけで達してしまいそうだ。

「あざみの太もも、柔らかいな」

　うっとりした声のあと、ちゅううと吸われた。きっと赤い華が咲いてる。男は所有印を相手につけたがると聞くが、あざみは彼の独占欲が嬉しい。いくらでも付けてほしい。

　彼女は微笑んだ。

　いやがってないことが伝わったのだろう、三枝は膝小僧にキスを落としたあと、ふくらはぎを舐めていく。

　秘処に空気がふれるので、ストッキングごとショーツを取り去られたのがわかった。

　ねっとりとした気配にあざみは息を潜めると、三枝の大きな呼吸音が聞こえる。

　彼女がそっと目を向ければ、欲望の滲んだ視線で見つめられていた。触れられてもいないのに、足のあいまが濡れてくる。

「綺麗だ」

　三枝からの賞賛が誇らしい。頑張ってダイエットしてきた自分への褒美に思える。

「すべすべだな」

　足首をもちあげると、三枝はあざみの足の指を舐め始めた。

「ダメッ！　三枝君、お風呂に入ってないから！」

「あとで風呂を使うから、問題ない」

「問題あるってば！　……ぁん」

　指を一本、一本口に含まれる。指の股まで丁寧に舐められて、あざみの息が上がっていく。

「俺が綺麗にしてやるから気にするな」

　三枝の野獣のような目と、これから与えられる快感に屈した。

　舐め終わると、三枝はあざみの体に手を這わせた。ふくらはぎから太もも。腰骨、腋。都度、ぴくんとあざみの体が反応する。

　三枝は指の先で、あるいは手のひらをそっと肌の起伏に添わせているだけだ。なのに、触れられるところに次々と快感が生まれていく。期待通りの、否、それ以上の歓びだった。

「あん……ぁん……。あ、ぁぁ……」

　自分で触ってもなんともないのに、彼に触れられるだけでどうして息があがってしまうのだろう。

　腋から手を滑らせてきたので敏感な乳首に触れてくれるのかとドキドキしていると、ふくらみの下から羽のように触れられ、きわを撫でられる。

「や、ぁ……」

　吐息のような声をもらす。

　悦が欲しい乳嘴の先端は触ってもらえず、意地悪な手はふくらみの下側とか乳輪ばかりを執拗に刺激する。

　勝手に潤いだした蜜壺がやるせなくて、あざみは太ももをもじもじさせた。

　キスを交わした時から、体のそこここに官能の火がついている。体の最奥が疼いてしかたない。早く、どうにかしてほしい。　

「あざみ」

　呼ばれて見上げると、目元を朱色に染めた彼が壮絶な色気を放っていた。熱い吐息を耳穴に吹きつけられただけで、反応してしまう。

「濡れてる？」

　わかっているくせに確認されて、悔しく思いつつもあざみはこくんとうなずく。

「普段がっついてるから、今日はもっとトロトロにしてやりたい」

　いつも激しく甘い快楽の天国に連れていかれているのに、それ以上があるのか。

　あざみの喉が、こくりと鳴った。

　乳輪に舌を這わせられて体の期待感が高まる。

「あざみ、ここがすっかり固くなった」

　乳首の側面を指の腹でそっとなぞられて、悦が生まれる。胸の敏感な場所と直結している脳と蜜孔も快楽を受け取った。

「ン！」

　あざみの乳蕾は二つとも、左側の下部が弱い。ここを執拗に弾かれれば濃密な悦が溜まっていくのに、三枝の指も唇も快感をこれでもかと送り込んでくる。背中は弓なりにそり、足の指に力が入る。

「あ。そこ、ばっかりぃ……」

　抗議しながら胸を三枝の手のひらに押し付ける。腰が揺らめくのが止められない。

「好きだもんな」

　バレていた。

　痛いほどに充血した蕾を下から掬い上げるように嬲られ、先端を押しつぶしながら敏感な箇所に戻ってくる。集中していると、あっけなく絶頂に達してしまいそうになる。

　簡単にイキたくなくて気を逸らそうとするのを三枝はわかっているのか、カリカリと爪の先で優しく淫らに引っ搔いて彼女の意識を逃すまいとする。

「や、んぅ、イッちゃう、から……ッ」

「イッていいよ。何度でもイかせてやる」

「あぁん……」

　乳首をぢゅうと吸われた。

「ア！」

　強い快感に、首をのけぞらせた。普段なら痛く感じるはずが、気持ちよくてたまらない。男の口の中が熱く濡れていて頭が沸騰しそうになる。じんじんと痺れる乳頭から悦が絶え間なく蜜壺へと伝わっていく。蜜口はずくんと脈打ち、重い快感を湛え始めていた。羽ばたくまでの距離と時間が急激に短くなっていく。

　散々焦らされた尖りを、かわるがわる口の中で飴玉のように舌で転がされば、悦がとうとう決壊した。強くて甘い刺激に、体の裡側が満たされ、肌にまで広がる。目がかすみ、意識が拡散して体の制御が利かなくなる。快感の命ずるまま、体はびくびくと痙攣を繰り返した。

「もしかしてイッた？」

「……もしかしなくても」

　わななき、ひくついた淫口からは収縮と弛緩のあいま、蜜が湧き出ては後穴まで垂れていく。

「ねえ、もう」

「まだだ」

　三枝に乳輪の部分に歯を立てられた。

「ひゃん」

　疼いていた処への硬質な刺激が快くて、かぼそい悲鳴がもれた。

　噛まれたあとを、舐められる。

　反対側の胸は口での優しい愛撫とは裏腹に、形が変わるほど強くつかまれた。あざみの胸の柔らかさが楽しいらしく、しばらく揉み込まれた。

　やがて、ふくらみのふもとから頂きに向かって、指先がゆっくりと渦巻を描いていく。

　頂上につくと、ふくらみ全体を手のなかに収められた。撫でられると手のひらに勃ち上がった乳頭がこすれて、あざみの足先までぴんと張りつめる。

　胸を弄られながら、腕や足のつけねを羽のようになぞられていく。手のひらで、指先で。淫らに、あざみの感覚を目覚めさせるために、触れられていく。

　三枝の罠に嵌まり、いちいち、ぴくん、ぴくんと反応してしまう自分が簡単すぎる。

「あざみを全身感じさせてやりたい」

　三枝の言葉通り、手首の骨や二の腕。性感帯とは無縁そうな場所から次々に疼きが生み出される。

「は、ぁ……ん」

　あざみはうっとりと吐息をこぼす。

　口から離した蕾の固さを利用されて、左右に舌で弾かれた。乳輪ごと頬張られて、強く吸われた。

　固くしこった尖りを二本の指の腹でコリコリとこすられる。ふくらみごと捏ねまわされ、乳首の先端を爪先でかりかりと引っ掻かれる。

　あざみは強くて鋭い快感と柔らかな悦を同時に与えられた。頭と秘処に甘いしびれが絶え間なく流れてくる。

「や、もぅ、無理ぃ……」

　言葉とは裏腹に、彼女はもういちど胸で達したいかのように、背中を大きくしならせた。一番快感に弱い場所はまだ触れられていないのに、足のあいまでは秘孔がすでに潤みきっていた。

「気持ちよさそうだ」　

　己の唇を舐めてみせた三枝にあざみは見入る。

　自分の体も発火しそうになっているが、三枝の体も熱い。もっと灼かれたくて、あざみは彼にしがみついた。甘えるようにささやく。

「さえぐさくん……」

「下、欲しい？」

　彼の声も低く、ねっとりとした甘さを孕んでいる。

「うん」

　三枝の手が、あざみの足のあいだに伸びる。下生えを触れられると、蜜でぐっしょりと濡れているのがわかった。丁寧に撫でられると、これから生まれる快感に期待してしまう。

　秘唇の外側を指でなぞられて、淡い快感が早くも芽生えた。淫裂に触れられると、くちゅりと水音がする。触れられていなかったのにすでに花唇は開ききり、三枝の雄杭を受け入れるべく、雌孔はひくついて熱芯を欲しがっていた。

　つぷりと、苦もなく一本目の指が根本まで蜜壺に沈む。

「ああ……」

　あざみはあえかな声を漏らした。

　待ち構えていた媚肉が三枝の指をきゅうきゅうと締めつける。ゆっくりと彼が手を動かす。押して、引いて。その動きを、あざみも隘路も追いかける。

　三枝の指が、淫襞をさぐる。もうすぐ、と期待したところを素通りして、指の腹一つぶんだけ違うところを引っ掻いたりする。

「やぁん、な、ンで」

　男をちらりと見上げれば、彼はじっとあざみを見つめていた。目が合うと楽しそうに微笑まれる。

　焦らされている。

　いままで何度も抜き差ししてきて、あざみのイイ処など知っているくせに、わからないフリをしているのだ。

　意地悪と思う反面、あざみもまだイきたくない。

「あぁん……」

　三枝はいつもあざみの痴態をつぶさに観察している。自分では秘裂のうえで芽吹く粒でしか快楽を得ようとしなかった。他の部位で悦を感じられるなど、想像もしていなかった。

なのに、彼は丹念にあざみの性感帯を暴いた。あざみすら気づいていなかった快感スポットを見つけ出す。あるいはなんの変哲もない箇所に快楽の種を植えつけ、育てて芽吹かせてしまった。今では、どれだけのものをどんな強さや速さで与えれば達するのか、彼のほうが詳しい。

「ふあぁ……」

　今、体中に蒔かれた悦の花が一斉に開花している。

　指が二本に増やされ、隘路を拡げるべくバラバラに動く。蜜路もじゅんじゅんと潤んできていて、もっと太くもっと長いものを迎え入れるように蠢く。

　三枝の指が出し入れされるたびに、蜜が押し出されて彼の手をしとどに濡らした。三枝の手のひらにおさまりきれなかった蜜がシーツを濡らしていく。

「んン……」

　気持ちいいのに、足りない。

　蜜口も圧してほしいし、秘裂を蜜口から淫芯まで縦になぞってほしい。花唇の外側も可愛がってほしいし、花びらも甘やかしてほしい。秘芽だけをじっくりとねぶってほしい。淫孔のすぐ上の媚肉も重い刺激がほしい。

「あ、ア。さえ、ぐさ、くん……、もっと……」

　手のひらでおさまる大きさの秘処はどこもかしこも悦をほしがっていた。なんと貪欲でわがままなことか。

　うっとりしながらも、彼のせいだ……とあざみは思う。自分の体なのに、三枝に抱かれて作り変えられてしまった事実が、悔しくて嬉しい。

　彼女は涙をたたえながら微笑んだ。

「どうしてくれるの。もう私、三枝君なしでは生きられないよ」

「俺もおまえがいないとダメだから、おあいこだな」

　三枝も笑みを浮かべると、また彼女を高める行為に戻っていく。

　ナカに埋められた指は三本に増えた。それぞれがバラバラに動き、奥や襞、へそ側の敏感なスポットを刺激してくる。小指で会陰や後のすぼみをそっと触れる。親指で、淫芽を可愛がってくれる。

　根元まで埋められた指の動きにあわせて、三枝の手のひらが秘処全体を揺さぶり始めた。

「はぁ……、ぁん」

　気持ちよくしてほしかったところをすべて刺激してもらえて、安堵の息を吐きだす。けれど、クールダウンできなくなった。三枝はあざみが絶頂へ到達しないよう、寄り道を楽しんでいたが、もう追いつめることを決めたようだ。道筋が一直線になる。

「ン……っ」

　あざみは意図的に時間を引き延ばそうとした。導火線に火がたどり着いてしまえば、あとは秒読みだ。

　イキたいのに、イキたくない。この素晴らしい、蕩けた感覚を失敗したくない。

　なしくずしに痙攣してしまうのはイヤだ。あの甘い甘い電流を、蜜壺だけではなく芯奥でも頭でも感じたい。

　あざみは息をなるべくしないようにする。ちょっとした動きが、淫筒や感じさせられている場所に連動してしまう。堤が崩壊して、絶頂が押し寄せてくる。

　なのに、腰が一回うねってしまった。

　イく。

　体にかかっていた鍵が、ドミノがなぎ倒されていくみたいに次々と外されていく。一つの快感が飛び火しては、眠っていた快楽を燃えたたせる。

　達した、と思った刹那、法悦が蜜口から芯奥、脳にまで伝わり目の前が白く爆発した。

「あ、ぁぁぁ……」

　一瞬遅れて、媚肉が収縮する。三枝の指を喰い締めるかのごとく蠕動をはじめた。三枝の指を媚肉が締めつけては緩んで、波のような快楽を生み出していく。

　はくはくと口を開けるものの、酸素が取り込めない。なのに、体は痙攣を繰り返した。

「あ、ア。は、ぁん……」

　体温が一気に上昇する。多分、今の自分はとても熱い。汗ばんだ体を、三枝はしっかりと支えてくれていたが。唐突に抱き起こされ、彼と向かい合うように太ももの上に座らされた。

「……さえ、ぐさ、くん……？」

　快楽にけぶる頭では、三枝の意図がよくわからない。

「あざみ、おまえが挿れて」

　低く淫蕩な声音で命じられて、あざみはとまどった。

「無理っ、出来ないよ」

「なんで」

「……恥ずかしい……」

　恥じらっている彼女に、三枝は慈愛と情欲が混ざった目を向ける。あざみの耳殻を喰みながら、熱がこもった声でささやく。

「もう、隅々まで見てるのに？　おまえのペースで腰を落としていい。それに俺はもっと乱れて善がるあざみが見たい」

　男の、声に潜む誘惑や瞳に混じる僅かな嗜虐心には、彼女は気づかない。

　あざみを見つめる三枝に彼女は陥落しつつある。

「…………私がえっちでも、引かない？」

「むしろ、俺のをのみこんでいくおまえのいやらしい処や、なにより快感と羞恥にまみれたあざみの表情に興奮する」

　彼女の痴態は、三枝の劣情を煽るものでしかない。

　自分だけが乱れるのはいたたまれないが、三枝が欲情してくれているならと、あざみは覚悟を決めた。

「……わかった」

　腹につくほどにそそりたった剛直に、三枝はスキンを被せた。

　これで気持ちよくしてもらえるんだと考えただけで、蜜路の最奥がきゅうんと反応する。

　あざみは三枝の首につかまりながら、そろそろと腰をおろした。蜜口に屹立の丸い先端があたったと感じる。じゅぶん、と熱い楔をどんどん飲み込んでいく。

「ふか……い……」

　あざみは喘いだ。太くて硬い棒が淫筒の媚肉を擦りあげていく。痛痒感はじきに快感へと育っていった。

「く、ふ、ぅん……」

　彼女の体がふるふると震えた。強い快感と同時に圧迫感もすごい。

「あざみ、呼吸しろ」

　自身も余裕ない声をしているくせに、自分を気づかってくれる男のため、あざみは深く息を吸った。何度も深呼吸をして雄芯を隘路に馴染ませようとする。

「しばらく動かないから」

　ちゅ、ちゅ、と三枝がいたわりのキスを贈る。あざみの髪を梳いていた指先が、なめらかな背中へ滑りおちていく。火照った体が醒めないよう、彼女の背中をさすってくれる優しさが好きだ。弱いところを繊細に撫でられ、あざみの体がびくびくと反応する。

　彼女がキスに応えてくると、三枝は胸への愛撫を再開した。

　胸のじんじんと疼く先端を可愛がられて、快感がよみがえってくる。

　ふと彼の顔を見上げたら、三枝があざみのことを見つめていた。汗に濡れて、眉をひそめて苦悶の表情だったが、三枝の双眸は欲に濡れていた。

　彼の瞳のなかに蕩けた表情を浮かべている自分が映っていた。

　どちらともなく顔が近づいて、唇が重なった。

　三枝は抽送していない。時折、あざみのナカで脈打ちするくらいなのに、熱杭のわずかな動きを、抱きついて離さない蜜路は敏感に感じ取る。

「ん……」　

　上下の口で好きな男との交合にうっとりと目を閉じている彼女は気づかないが、三枝はあざみが反応するたび可愛くて仕方ないという笑みを浮かべていた。

　段々、物足りなくなった。

　隙間をあますことなく埋められているものの、刺激が欲しい。あざみは拙いながら、腰を揺らめかす。三枝が熱のこもった息と言葉をくれた。

「上手だ、気持ちヨくなれるよう動いていい」

「ん、ン……っ」

　男の首にしがみつきながら、懸命に良いところを探っていく。前に動けばキスをされる。後ろに体を反らせば背中を強い手が支えてくれる。体を上下させれば三枝が舌を絡ませ胸の飾りを弄りながら、彼女の髪に指を絡ませてうなじを撫でる。

　男の手のひらや指先が、あざみをより快楽に堕とそうとしているのを、他ならぬ彼女が知っている。

　これ以上、性感帯ヨワイトコロを開拓されたくないのに、ツ……と肌をなぞる男の爪先に翻弄される。触れるか触れないかの愛撫を、何度も肩からヒップの割れ目まで繰り返されるので、あざみはぴくんぴくんと反応を返した。

「ひぁあんっ」

「あざみは右の肩甲骨と腰骨のあたりが弱い。……おまえの右隣を俺が歩くからか？」

　含み笑いで訊ねられて、あざみの体が朱に染まった。言葉としては答えが返ってはこなかったが三枝は、背中を愛でた手を必ずその二カ所に戻した。

　三枝が律動を与えなくても、あざみの腰が快楽を求めて動く。男の固い胸板に尖りがあたってこすれた刺激に淫襞がうごめき、快感をもたらす。

　あざみの媚態に煽られ、三枝の陰茎は体積を増大する。熟れてきた柔襞は歓び、さらに剛直をしぼりとろうと蠢動した。

　たまらず、三枝は一突きした。

「んっ」

　媚肉があきらかな快感を伝えてきて、あざみは大きくのけぞった。パクリと三枝は乳輪ごと口に含む。

「あ、ァん……」

　か細い声が、限界を伝えてきた。

　三枝が手を結合部にもぐりこませた。

「っ、ア！」

　二人の間にある秘芽をつままれた瞬間、蜜路から脳へ快感が駆け抜ける。その刹那、蕩けていたあざみの体にぴんと力が入る。三枝の分身を包むあざみの淫筒が劇的に変化し、彼はこみ上げてきた射精感に息を飲み込んで耐えた。

「あざみ、しっかりつかまってろ……！」

　三枝は尖りをなぶりながら指示を出す。彼女が身悶えて腰が少し浮いた。押し潰すように弄ばれ、ビリビリとした刺激にあざみは身を震わせる。

「あぁ……っ」

　秘芯の頂点や側面、そして一番弱い裏筋を下から擦りあげられると、愛液が押しだされる。

　被殻が剥けて、大きく育った紅い真珠を突かれた。

「あ、ア。んぅ……」

　秘粒の周囲を、円を描くように撫でられる。二本の指でこすり合わせるようにして、左右にいたぶられた。

　一番敏感な部分をそんな風にされては、ひとたまりもない。強烈な快感が淫芯から体の最奥と脳へ一瞬で伝わった。

　どくりと蜜路が蠕動した。三枝の分身を抱きしめた媚肉から、感じている悦があざみに痺れるような快感をもたらす。

「やん、ぁ」

　びくびくとはねるあざみを、三枝が陶然と、しかし獰猛な目で抱きしめていたのを彼女は知らない。

　絶頂を迎えたばかりの淫襞はひどく敏感だ。寄せては返す甘い波に浸っては、疼くのを繰り返す。あざみはうっとりと甘い余韻に身を任せていたかったのに、秘粒を指先で何度も押しつぶされた。

　三枝が腰をぐっと押し上げてきた。快感が強すぎる。

「待っ……て、まだ」

　達したばかりで、蜜路が三枝の屹立を抱きしめては緩んでを繰り返している最中だ。

　もう少しだけ待って欲しいと懇願しようとしたら、遮られた。

「余裕ない」

　三枝の目が情欲でギラギラしており、声が切羽詰まっている。あざみは何度も快楽の果てに翔んでいたが、三枝ははばたくどころか、彼女のために律動を我慢してくれた。

　はぁ、はぁっと乱れる息をととのえたあざみは、三枝の首に抱きつきささやいた。

「三枝君。いいよ、動いて？」

　小さな声だったが、三枝はあざみの腰をつかんで抽送を開始した。いったん抜かれるほどに引かれ、一気に最奥を穿たれる。ヒップを指が食い込むほどにつかまれ、視線がぶれるような激しい抽送が繰り返される。硬い楔がナカをこするたび、熱と悦が柔襞にもたらされ、芯奥からゆっくりと指先に至るまで快楽に染め上げられていく。

「ひぁんっ」

　ギシギシとベッドが二人の動きにあわせて振動した。マットレスが沈むと深く刺さり、屹立の丸い先端で芯奥を打った。コイルが反動で跳ね返れば三枝は抜けるほどに引いて、蜜口近くの敏感な襞を突く。リズミカルな律動に柔襞が快感を覚えはじめる。

「あ、ぁ……」

　絶えまなく沁みでる淫蜜のおかげで雄竿が滑らかに動く。欲棒にからみだした媚肉に、熱杭はさらなる刺激をもたらそうと淫膣をつよくこすりあげていく。蜜路のナカが悦くなり、快楽を求めて子宮口がおりてくると、最奥を切っ先の先端で突かれた。

　背中がしなって見せつけるようにふるりと揺れたあざみの乳房に、三枝はむしゃぶりついた。

「ン！」

　張りつめた蕾を舌でこねられた快感に膣壁がぎゅううっと収縮して、凶暴な雄芯をこれでもかというほど締めつける。

「は、あ。さえ……ぐ、さ……くん……ッ」

　あざみも夢中で腰を動かす。段々と二人のリズムが重なり合ってきた。切迫した二人の息遣いの間隔が、どんどん短くなってくる。

　互いが繋がっている場所からの淫音や肌がぶつかり合う音が耳を犯す。欲望をぶつけあうほどに悦楽が募り、互いに果てが近いのが感じられた。

　あざみの体も熱いが、三枝も熱い。互いの汗ですべるのを必死にすがる。

　三枝が自身の快感を優先する動きになった。激しく擦りあげられて、解放先を求めた熱いマグマが頂点まで溜まりきり、一気に拡散した。

　時を同じくして、艶のあるうめき声とともに精が放たれる。

「く……！」

　雄が自分のナカで弾けるのを感じると、また反応してしまう。三枝の肩にしがみついて、あざみも体の中で荒れ狂う快楽に身をゆだねる。

　全身の血が暴れ回っている。互いの、は、は、と獣じみた呼吸が落ち着いてきたころ、あざみが体内のモノの変化に体を震わせた。

「ふあっ？」 

　三枝も、欲を解放したばかりだというのに、己の分身が再び怒張し始めていることに苦笑する。

　屹立を引き抜いた男に、あざみは四つん這いにさせられた。

　……けれど彼女は力が入らなくて、ベッドに顔を伏せてしまう。三枝は彼女の腰をつかんで引き上げさせた。

　ヒップだけ突き出した自身の姿を想像して、あざみは恥じらいで頬を染める。　

　凶暴なほどの欲を裡に飼いながら、三枝は丹念にあざみの背中にキスを落とした。手のひらの愛撫で、目覚めさせられ高められた背中はひとたまりもなかった。

「ひぁ、ァん……」

「あざみはどこも感度が良い。抱き甲斐がある」

　たゆんと揺れる、胸のふくらみ。ヒップがゆらりと動くさまは、誘っているようにしか思えない。

　三枝は欲望のまま後ろからぱっくりと口を開けている秘処の裂け目を舌で舐め上げた。

「んっ、ふぅん」

　じゅるう……と音を立てて蜜を吸いだされ、淫孔に尖らせた舌を差し入れられる。グチュ、ヌチュと舌が出し入れされるたび卑猥な水音が大きく響く。

　舌に絡んでくる壁をこすりあげられ、陰核を撫でまわされる。指とは違う、ねっとりした感触。

「や、ん。さえぐさ、くん、イイ、のぉ……」

　意思をもって自在に動くモノに、いいように翻弄される。崩れ落ちたいのに、逞しい腕があざみの腰をしっかりと支えているので、かなわない。

　舐めとっても、あとからあとから欲を湛えた泉からは蜜がしたたり落ちる。

「あ、ん、あ、きもち、イ……」

　あざみは淫路に生まれた快感を煽る舌の動きに、さらに感じてしまう。いまだ甘い余韻にわなないていた体は再度、高みにおしやられた。

「あ、あ……」

　過ぎた快感に、目の前がチカチカと点滅する。

「悪い、もう一回いいか？」

「ん……」

　三枝は後始末をすると、さきほどと変わらぬほどに充血した分身に新しいラバーをまとわせ、あざみの淫泉に挿入した。

「ひぁっ」

　あらたな快感を悦んでいた蜜壺は、簡単に陰茎を迎え入れる。

　繋がったままナカで雄を揺らされて、胸の尖りがシーツにこすれた。あざみの口から歓びの声があがる。

　反らされた背中をねっとりと舌でねぶられる。三枝が彼女の胸の下に手を差し入れた。硬くとがったままの蕾をつままれれば、さらに蜜孔が屹立をしめあげる。

「く……」

　堪えているような男の反応が嬉しい。

　屹立が抜ける寸前まで引き抜かれそうになり、ナカがすがりつく。

「いやぁ……」

　虚ろが寂しくて出て行かないでとねだろうとした瞬間、ひといきに突き入れられる。

　腰を左右にひねられると、太く硬い切っ先が違うところにあたる。

「あ、ア。ぁあぁ……」

　柔壁が雄を喰い締めるようにうごめく。よろよろと、あざみが腕を使って上半身を起こす。振りかえって涙をためた目で三枝を見つめた。彼女のあごをとらえて深いキスを交わすと、媚肉が奥へ奥へと男根を運ぶように蠕動を繰り返す。

「……ハッ」

　三枝が獣のような息を吐いた。

　命の源を受け取る入口に被膜ごしではあるが放たれた熱い飛沫の感覚に、あざみも果てへと連れていかれる。強過ぎる法悦に腰が大きく跳ね、つま先が丸まる。極限までの緊張のあと、世界が飛び散った。

　

　冷たい液体が喉を滑り落ちていく。

「あざみ、大丈夫か」

　抵抗をするまぶたをなんとかこじ開けると、三枝が心配そうにのぞき込んでいた。

「ごめん、イカせ過ぎた」

　文字通り、天国にはばたいていた。大丈夫……とは言えない。眠い。猛烈にダルい。

「明日、目が覚めたら、あざみのご両親に挨拶に行く日を決めよう。そうだ、新居も探さないとな。その前にもう一度がっつくかもしれないけど」

　最後の、あまりに不穏な言葉にあざみは異議申し立てをしたかったが、押し寄せる眠りの国の誘惑に負けてしまった。
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　結婚の報告に三枝家に訪れたあざみは、心臓発作寸前だった。

「そんなに怯えなくても」

　三枝に言われても、体の震えを止めることはできない。あざみの実家に結婚の報告をしたときも、固まって青ざめていたのは三枝ではなく、彼女の両親のほうだった。

「あのね。三枝君ちは日本有数のお金持ち、ウチは由緒正しき庶民。これが普通の反応です」

「由緒正しいなら、ウチと一緒じゃないか」

　三枝がぶっと噴きだしたのに、あざみはむっとした。

「大丈夫、うちの両親はあざみを取って食いはしないよ。緊張しなくてもいい」

　言葉通り、意外にも三枝の両親からは大歓迎された。

「人間嫌いで女性嫌いだったから、いっそのこと雷太君と結婚できるよう国に働きかけようと思っていたの」

　三枝の母親が泣き笑いの顔で言えば、彼の父親もしみじみと話す。

「秀之は子供の頃からもてはやされたせいか、あまりに自分本位でね。『上に立つ者は、下の者から愛される人物でなければならない』と説いてきたが、とうとう教えることが出来なかった。『おまえには三枝グループを譲らない、好きに生きていけ』と宣言していたんだ」

　厳しい言葉に三枝を見ると平然としていた。

「親父の会社に興味なかったから別に問題なかった」

「だが、大学卒業くらいになって『大事な人と一緒にいられるようにするために、会社を継ぐ』と言い出した。貴女が世界と息子を橋渡ししてくれたんだろう、礼を言う」

　え、とあざみが三枝を見ると、彼はそっと目を逸らした。横顔がほんのり赤らんでいる。

「『結婚したい人がいる』と聞いたときは私もてっきり、雷太君を離婚させたうえでパートナーシップ制度を申請するつもりかと思ったけどね」

　彼の父まで同意する始末だ。さらにウインクを寄越された。

「親父まで」

　まだ頬に色が残るまま、三枝は苦々しげにつぶやいた。

「……あの……。ご両親は三枝君と雷太君を結婚させたい意向なのでしょうか」

　あざみが恐る恐る訊ねれば、「そんなことはない！」と親子三人にハモられたのだった。

　社内報でも、大学関連のＳＮＳでも二人の結婚が報じられると「ようやくか。永い春の終止符、おめでとう」と呆れ半分の祝福が占めた。

　雷太と由利に保証人欄を記入してもらい、役所に婚姻届けを提出した。

　半年後、結婚式と新婚旅行を終えて新居に帰ってきたとき、あざみは三枝から百円玉を貰った。不思議そうに見つめてきた彼女にいたずらっぽく笑いかける。

「『三枝君が三十までに結婚していることに百円賭けてもいい』って、昔あざみが言ってたろ」

　それはちょうど彼が三十歳になる前日で、あざみの誕生日の一か月前だった。
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　はじめまして、あるいはこんにちは。水田歩と申します。　

　本作をお読みくださいまして、ありがとうございました。

　ラブコメディ、天然ボケ×溺愛、勘違いすれ違いが大好物です。今回も遺憾なく性癖を発揮させていただきました。

　どうぞ、お読みくださってる間のニヤニヤ笑いや、吹き出し笑いにはご注意ください。

　

　主人公のあざみと片想いの相手、三枝は十年越しの友人同士です。

　ヒーローに片想いしている割には相手の気持ちに鈍感なヒロインと、彼女のことが大好き（無自覚）で構わずにはいられないヒーロー。

　

　友人以上、恋人未満。両片想いを知らぬは本人達ばかりなり。彼らの親友達はそれはそれはぬるい目で見守っていました。

　なかなかくっつかないのは、ヒロインがコミュ障のせい。

『それ、違うから！』と何度、彼女に突っ込んだことでしょう。

　そして。

　……対比を際立たせようと、ヒーローは常識人のつもりだったのですが、編集様に『三枝は変な人ですね』と言われました。

　なんと！　ヒーローにも原因がっ（笑）。

　ヒロインに相当影響されております。

　編集様に『女性に優しく』『出来る大人の男で』とご指導いただいた、結果。

　三枝がカッコいい男性になっておりますように（祈）。

　晴れて両思いになってから、ヒロインもヒーローも互いに『自分の方が相手を好き過ぎる』と思っています。

　

　実はこの二人、私の中ではそれこそ十年くらい前から脳内に棲息していました。

　私のルーツと言っていいお話を、このたび濃蜜ラブルージュ様にて電子書籍化していただきましたこと、レーベル様および編集様に幾重にもお礼を申し上げます。

　また、美麗な表紙を描いてくださった藤浪まり様にハートマークが乱舞する絶叫と大感謝を。

　編集様からラフ案を見せて頂いた瞬間、あまりにセクシーでイケメンなヒーローと可憐なヒロインに、確実に心拍数が二〇〇まで上がりました。完成稿たるや……！

　最後に皆様へ。

　機会がございましたら、また別のお話で会えますことを心より願っております。






水田歩
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